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この事業は、競輪の補助金を受けて実施したものです。
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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期待 さ

れている。今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化

社会の形成が期待され る。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、

国際 的な情報化への貢 献お よび 自由な情報流通の確保の観 点か らも必要で ある。

しか しなが ら、現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独 自の もの

は1/3に す ぎな いのが現状 で あ り、わが 国データベースサー ビスひいてはバ ラ ン

スある情報産業の健全 な発展を図るためには、わが国独 自のデータベースの構築

およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を

図る必要がある。

このような要請 に応えるたあ、(財)デ ー タベ ース振 興 セ ンターで は 日本 自転

車振興会か ら機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築お よび技術

開発 について民間企業 、団体等に対 して委託事業 を実施 している。委託事業 の内

容は、社会 的、経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進 に寄

与す ると考え られているデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通

の促進、利用の円滑化 ・容易化な どに関係 したソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウェア

技術である。

本事業の推進に当 って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデータベース

構築 ・技術開発促進委員会(委 員長 山梨学 院大学教 授 蓼 沼良一氏)を 設置 し

て い る。

この 「研 修用教材 データベースのプロ トタイプの作成」は平成5年 度 のデ ー タ

ベ ー スの構築 促進 お よび技術開発促進事業 として、当財団が(財)大 阪科 学技 術

セ ンター に対 して委 託実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに

興味をお持 ちの方 々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸いである。

なお、平成5年 度 デ ータベ ースの構築促進 お よび技術開発促進事業で実施 した

課題は次表のとお りである。

平 成6年3月

財 団法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター



平成5年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROMに よるテ レビ視 聴率 データベ ースの構築 ㈱ ビデオ ・リサ ーチ

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用データベースの構築 五十嵐冷蔵㈱

3知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジ ャパ ンコ ミュニ ケ ー シ ョンズ

イ ンス テ ィテ ユー ト

社 会 4ビ ジネス雑誌記事データベースの共同構築 とその利用に関 経済文献研究会

する調査研究

5新 しい電子情報サー ビスに関す る調査研究 ㈱ 日本経済新聞社/㈱ 日経データ社

6研 修用教材データベースのプロ トタイプ作成 (財)大 阪科学技術セ ンター

7マ イクロマシン技術情報データベースの構築調査 (財)マ イ クロマ シンセ ンター

8異 分 野研究 の ための知 的オ リエ ンテ ー ション ・デ一 夕ベ ー ㈱けいはんな

スシステムの構築

9関 西広域データベースセ ンター設立のための調査研究 関西データベース協議会

中小企業振興 10地 域活性化のための産 ・学交流支援データベースのプロ ト 東北 イ ンテ リジェ ン ト・コス モス学

地域活性化 タイプ作成 術機構

11中 小企業技術情報データベースの構築 ㈱ オーネ ッ ト

12地 域情報を対象に した分散協調型データベースシステムの ㈱エマー ズ

開発

13電 子デバイス情報の海外提供サー ビスに関する調査 電子デバイス情報サービス㈱

14某 日キー ワー ド変換機 能 を もつ デー タベ ース検 索 システ ム カテナ㈱

海 外 の開発

15CD-ROMに よる5カ 国対訳特許用語辞典及び関連諸制 丸善㈱

度一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のための技術開発 (社)人 間生活工学研究センター

170CRを 利用 したキー ワー ド自動抽出に関する調査研究 ㈱ エ レク トロニ ック ・ライ ブラ リー

18既 存画像 デー タのフ ォー マ ッ ト変換 システムの プ ロ トタイ ㈱ ジー ・サ ーチ

プ作成

技 術 19安 全研究 における多重 シソーラス ・システム構築のための ㈱紀伊国屋書店

基本安全用語データベースの開発

20デ ータベ ース検索 サポー トシステ ムの プロ トタイプ作成 セ ン トラル開発㈱情報図書館

RUKIT

21グ ル ープ ワー ク支援 のた めの分散 型 トラ ンザ ク シ ョン管理 ㈱新世代システムセンター

方式の調査研究



は じめに

(財)大 阪科 学技術 セ ンターでは、1980年 にメカ トロニ クス活 用技 術者 、 コン

ピュータ活用技術者の育成を目的としたマイコンテクノスクールを産 ・官 ・学界

の協力のもとに開設 し、その後情報化人材育成 コースを拡充 したのを機会 にハイ

テクノスクール と改称 し現在に至 っている。 また、この事業 に関連す る各種の研

究会や調査会な どで次世代の教育形態についての検討を行 ってきた。

今回、(財)デ ー タベ ース振興 セ ンター よ り委託を受けて、ハイテクノスクー

ルの講 師の有志 で構成す る教材データベース作成委員会 の もとで 「研修用教材

データベースのプロ トタイプ」を構築 した。

このデータベースは、ハイテクノスクールで作成 した教育教材や各講 師が所持

している教育教材をデータベース化 し知的資源辞書として有効活用をはか るとと

もに、マル チメデ ィアを活用 したプレゼ ンテーションによる次世代教育形態への

移行のために必要 なものである。

本報告書は、 この研修用教材データベースのプロ トタイプの構築 に関す る研究

結果を取 りまとあたものである。

本研究の実施にあた り、多大なご協力を賜 った教材データベース作成委員会委

員およびデータをご提供いただいた関係各位に感謝の意を表するとともに、本研

究が次世代教育形態への移行の促進 に役立つ ことを願 うものである。

平成6年3月

(財)大 阪科学技術センター

会 長 成松 啓二
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第1部 計画書

11計 画名

「研 修 用 教 材 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ トタ イ プ の 作 成 」

PrototypeDatabaseofEducationforTraining

(略 称:PDET)

12研 究 目的および必要性

当財団では、情報化人材育成のための事業としてハイテクノスクールを多年に

わたり行なってきた。また、この事業に関連する各種の研究会、調査会等で次世

代の教育形態についての検討を行ってきた。今回のデータベースの構築は、これ

らの委員会の成果を踏まえて、その教育を早期に次世代教育に移行するために計

画されたものである。

その構築計画では、具体的に、

①教育教材の視認性(視 覚 に よる認識)と 聴認性(聴 覚 による認識)

②教育教材の検索、更新 、追加 、訂正、削除の簡便性

(シ ソー ラスの構 築を含 む)

③上 記の運用のため のユ ーザ フ レンドリな周辺ソフ トウェア

が必要 とされている。本データベースの構築は、 この中の①および②の実現のた

めに必要な ものである。

従来の ビデオ教材 はその製作者 による思想の強要が ともすれば強い。当然なが

ら、その教育達成 には先生の存在を必要 としない。また、 この教材は従来の映画

作成 と同 じ費用を必要 とす るので、非常に高価な ものとなる。 したが って、実際

の教育現場 においてあま り歓迎 されていないとい う事実がある。ここでは、マル

チメディアデータベースを、 どこの教育現場でも利用されている、

1



ス ライ ド、 オ ーバ ーヘ ッ ド、黒 板

などの代用 として、さらに知的資源辞書 として活用 しようとするたあのもので あ

る。本 システムはこのような ビデオ教材のように教師を否定せずに、逆に教育教

材の提示をするだけにとどめるように設計されている。素材の内容は、

各種情報機器とその周辺機器(過去から現在までのもの)

各種の言語教育に必要な素材

アナリス ト育成のための情報化事例の素材

と し、 これ らを デ ー タ ベ ー ス化 す る。

1.3商 品 化 イ メ ー ジ

開 発 す るデ ー タベ ー ス は 、 「メ カ トロニ ク ス 分 野 に お け る情 報 教 育 教 材 の マ ル

チ メ デ ィア 化 」 を 目 的 とす る 。 使 用 す るハ ー ドウ ェア お よ び ソ フ トウ ェ ア は 高 性

能 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン(WS:WorkStation)、 高 性 能 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

(pC:personalComputer)ま た は パ ー ソ ナ ル ・ペ ン コ ン ピ ュ ー タ(PPC:PersonalPen

Computer)と 関 係 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム(RDBMS:RelationalDatabasemanagement

system)が 基 本 で 、 そ の 技 術 の 延 長 上 にハ イパ ー カ ー ド型 イ ンタ ー フ ェ ー ス と画 像

圧 縮 ・解 凍技 術 が あ る。 ま た 、 さ らに 、 そ の 出 力 装 置 と して の大 型 画 面 を 持 つ テ レ

ビ ジ ョン システ ム 、 入 力 装 置 と して の画 像 入 力 シス テ ム で あ る。

㎞ageInput

Device

Dynamic/static

MainComputer

System

WS/PC/PPC

ImageOutput

Device

Dynamic/static

1
Soundhlput

Device

一 LargeMemory

StorageDevice

一 SoundOutput

Device

Fig.1.1Hardwarearchitecture
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for

SelfLTraining

f()r

Lecture

－
VTR

MovingPicture

Sound

Slide

StaticImage

Imagelnput

Device

LargeScaleDatabasePersonalComputer

CDROM/MINIDISK

Fig.1.2Developmentsystem

、Screen/Television

NTSC

使 用 す る ソ フ トウ ェア は、 ユ ーザ フ レ ン ドリィ環 境 の達 成 と経 済性 を重 視 し、

ワー ク ステ ー シ ョ ン、 パ ー ソナル コ ン ピュー タ お よ びペ ン コ ン ピュー タ の業 界 標

準 のGUIと そ の周 辺 の プ ラ ッ トフ ォー ム を採 用 す る。 そ の構 成 をFig.1.3に 示 す 。

Movingimage

dataseries

Staticimage

dataseries

CGdatase亘es

CADdataseries

Designer

GUIInterface DBMScore

In五)mlix

OperatingSystemfbrWindows

PCDOSver5MSWINDOWSver.3.1

GUISo丘wareDevelopmentSet

lanuaetabledata,characterdataaccesstooletc

Fig.1.3SoftWarearchitectUre

取 り扱 うデータの形態は、静止画像(文字 、写真、表、 グラ フ等)、CG画 像 、お

よび動画像(VTR画 像)と それ らに関連す る音響 系情報が含まれる。 したが って、使

3



用 す る シス テ ム のパ ッケ ー ジはFig.1.4と な る。

GraphicalUser

InterfacePad(ae

DatabaseManagement

SstemPackae

Moving㎞ageAccess

Packe

StaticImageAccess

Packae

ComputerGraphics

AccessPackae

ComputerAidedDesign

AccessPackae

Installationand

BackuPackae

UtilityPackage

Fig.1.4Systemoverview

これ らの情報の保存メディアはCDROMま たは ミニデ ィスクが基本 とな るが、

開発はすべてハー ドディスクをメデ ィアとして行 うこととす る。

1.4研 究範 囲(プ ロ トタイ プ)

本研究は、情報教育用の静止画(写 真 、文字 、表、 グラフ等)とCG画 像 を基本 に

静止 画(ス ライ ド)の教 師用 プ ロ トタ イプ ・デ ータベースを作成す る。題材はメカ ト

ロニクス分野の計測 ・制御 に焦点をあて るが、その分野に関係す る情報処理 システ

ムの基礎的な部分 も含むこととす る。量的には当初1000程 度 の デー タの組 を まず

作 成 し、試 験運用を開始する。作成組織 は、当財団に関係す る教育担 当者に、作

成を含む各種協力、実験などを依頼する。

4



Theory

Experimental

Theory

Experimental

Fig.1.5FieldofPrototype

さらに具体的なデータの種類は次のようになる。

①基礎 的ハー ドウエア

中央中央演算処理装置、一次・二次記憶装置、各種入出力装置、大型/

中型/小 型 コ ンピュータ システム、 ワークステーション、パーソナル・

コンピュータ、マイクロ・コンピュータなど

②基礎的ソフ トウェア

各種言語、オペ レーテ ィングシステムなど

③各種セ ンサ

温度、圧力、流速・流量、変位・位置、磁気、湿度・水分、ガス、形状

等

④信号処理

信号処理技術 とその事例

⑤ノイズ関連

ノイズ種類、 ノイズ対策手法、 ノイズ対策部品、 ノイズ計測機 器、

ノイズ試験器、ノイズ対策事例

⑥アクチュエータ

各種モータ(直流 、交 流、サー ボ、 ステ ッピング等)、 リレー類 、応用

事例

デー タ形式 は以下の ものより委員会で決定す る。

AIAdobeIllustratorAI

BMPBitmapdisplay(OS/2)

BMPWindowsRGBEncoded

BMPWindowsRLEEncoded
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㎜
㎜
㎝
鵬

㎜
㎜
隠

屡

㎝
㎝
㎝
器

霊

㌫

皿
獄

㌃

唖
㌫

蒜

㍑

PMbitmap

PMbitmap24bitsDIB(OS/2)

Colorlab.24bits

WindowsRGBEncoded

WindowsRLEEncoded

VideoLogicDVA

MicrographicsDrawing

AdobeillustratorEPS

EncapsulatedPOSTSCRIPT

EncapsulatedPOSTSCRIPTwithoutTIFFPrevlew

GraphicInterchangever.87aNon-interlaced

Graphichlterchangever.87ainterlaced

Graphic ,Interchangever.89aNon-interlaced

GraphicInterchangever.89ainterlaced

MicrographicsGraph

HPGraphicsLanguage

Publisher'sPaintbrush(Zsoft■mageFile)version5

MicrographicsPicture

POSTSCRIPT

TnleVisionTarga8bitsNocompression

TrueVisionTarga8bitscompressed

TrueVisionTarga16bitscompressed

TnleVisionTarga32bitscompressed

TrueVisionTargaM8compressed

TagImageFileFomユat

AldusTIFFNocompression

AldusLZWCompressed

AnsiText

WindowsMetaFile

WindowsMetaFile24

version5.O

version5.1

IMG,JAS,MAX,MSP,RAS,RLE,WPG

さ ら に 、 こ の デ ー タ ベ ー ス の 特 徴 は 、

教育素材提示用 として特化

黒板型ユーザ フレン ドリ

PC、WS、PPC兼 用
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関係データベース採用

とな る。

1.5研 究推進 日程

研究は委員会を月1回 程度開催 し、データベースの内容や素材および各種の問

題点について検討す る。大体の日程は以下の とお りである。

データの収集および検討
データフォーマッ トの検討
データベースの設計
データの入力
データベースの試運転
報告書作成

原 稿 締 切02/25/94

製 本 締 切03/31/94

研究グループの人的構成算

上向井照彦(甲子園大学)

松田 稔(大 阪電気通信大学)

丸谷 洋二(大 阪産業大学)

杉井 春夫(大 阪産業技術研究所)

森 和義(舞 鶴工業高等専門学校)

事務局

堀江多賀雄(大 阪科学技術センター)

寺田 暢彦(大 阪科学技術センター)

栂村 哲男(大 阪科学技術センター)

芝本 亘司(大 阪科学技術センター)

牛川 和彦(大 阪科学技術センター)

研究の期待効果および活用方法



この教育素材データベースは、 これまでの 「紙ベース」の媒体 による教育だけ

でな く、マルチメデ ィアとデータベースの両者の組み合わせた新 しいかたちの教

育 とデータの普及を促進す る。 さ らに、小学校、中学校などの義務教育で も情報

の科 目が設置 されたこともあ り、このような一次情報(素 材 情報 とも呼ばれ る)は大

いに活 用 され るもの と期 待 される。

また、試験答案な ども、その採点結果 とともにデータベース化す る。 これ も一

つの生 きた教育素材 とな りうる。つまり、受講生の試験な どにおける間違 いのパ

ター ンは典型的ない くつかのものに分類 され る。 したが って、多量の試験の答案

を採点するときには、採点者 はこのパ ターンに ともない何度 も同 じ採点計算や注

意書 きを書 く必要にせまられる。本研究では、これ らのデータベース化す る答案

データの取 り扱いを考案するとともに、そのデータを産み出すための採点や添削

の方式 も合わせて検討す ることに している。

1.8開 発の背景

本研究の背景として次の点が考えられる。

マルチメデ ィア系 ソフ トウェアの普及

コンピュータのダウンサイ ジング/ライ トサイ ジ ング

二次記憶装置 の大容量化

AVシ ステムの普及 と発 達

処理 速度 の向上

視認化、聴認化の要求

1.9今 後の発展計画および状況予測

日本は先進国と呼ばれているが、アジアの各国と比較 して 「高度な情報教育」

が遅れているとも言われている。本計画は、この高度な教育を達成するためのも

8



のである。 日本の大学などでは、学生への教育が点数にな らないとい う(教官 、教

員 の昇 格 に対 す る評 価 の対象 とな らない)こ とで、教育者 は教育素材 を真 面 目に作

成す るとい う機運 も、また財源 もな く、結局、紙ベースの本 のみが主体的に使用

されている。この教育素材データベースは当財団が関係す る教育機関、大学数十

校を始 めとして関西を中心 に西 日本の教育機関へ供給 し、マルチメデ ィア とデー

タベースを利用 した教育の普及を促進する。さらに、義務教育で も情報の科 目が

設置 されたことで もあ り、このような初等教育か ら応用を主 とする高度情報教育

までの多岐にわたる利用が見込まれると考えている。
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ワー ク シー トの 例
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第2部 マル チ メデ ィア ・デー タベース

2.1マ ル チ メ デ ィ ア と は

次世 代 の情報 メデ ィアとして注 目されているマルチメディアは、従来 の文字や

図形 による情報のほかに、動画や音声 も取 り扱える特徴がある。 この特徴は利用

者に対す る表現力の強化ばか りでな く、情報提供者にとって も豊富なサー ビスの

可能性を切 り開 くものとして注目されている。

我 々を取 り巻 く既存のメデ ィアとして、新聞 ・雑誌などの出版物を扱 う印刷メ

デ ィア、音楽や音声を扱 う音楽 メディア、絵画や写真 の画像 メデ ィア、CGや

ゲ ー ムで扱 うデ ジタル画像 メデ ィア、テ レビや ビデオに代表 される映像 メディア、

映画やアニメのフィルム映像メデ ィア、さらに電話やFAXな ど情報伝送 のため の

通 信 メデ ィアなど、種々雑多なメデ ィアが氾濫 している。これ らのメデ ィアはそ

れぞれ表現法が異なるため融合化が難 しく、各メデ ィアは独立 して提供 されてき

た。 しか し、これ らの情報をコ ンピュータで扱 うことのできる形に加工す ること

で、情報の一元化が可能 とな った。たとえば写真や絵画はイメージスキ ャナやス

チール カメラで静止イメージ画像 としてデジタル化され、 ビデオは ビデオキ ャプ

チ ャーで動画像 としてデ ジタル化 される。デ ジタル化 された画像 データや音声

データは、 コンピュータで作成 された文字データやCGデ ー タ と リンクされ 、相

互 に関連 付 け られたデータとしてCD-ROMやFD(フ ロ ッピーデ ィス ク)に 保 存

され る。 また通 信回線 を使用 して遠隔地に配送することも可能である。

このようにデジタル情報 として従来のメデ ィアを統合 し、融合化を図 ったもの

が 「マルチメディア」 と呼ばれている(図2,1)。 またマル チメデ ィア情報 を 自

由に組 み合わせて使用できるパ ソコンを 「マルチメデ ィアPC(マ ル チメデ ィアパ

ソコ ン)」 と呼ぶ 。

マル チ メデ ィアは恣意 的に関連付け られた映像、画像、音声、文字などで立体

的に構成 され た情報 をイ ンタラクテ ィブ(対 話)的 に提 示 す る もので 、多 数 の

人 々 に短い時間で効果的な映像提示ができる。従 って、その応用範囲はオフィス
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か らエ ンタテーメ ン ト(娯 楽)ま で広範 囲 にわた り、特 にCAI(コ ン ピュー タ支

援教育)と ゲーム分野 において応用が始 まっている。 しか しマルチメディアPCや

周 辺機器類 な ど、 マル チメデ ィアを実現するハ ー ドウェア環境 は急速 に進歩 して

きたにもかかわ らず、 これを活用するソフ トウェア環境が十分整備 されてお らず、

緊急に要求される課題 となっている。

メデ ィアの融合化=マ ル チメデ ィア

各種メデ ィア

文字 図表 写真CGビ デオ アニ メ ・映画 音声 ・音楽 データベー ス

禽 騨一 周辺装置

カメ全力系 デ殼統 イ
イメー ジスキ ャナ プ リンタ
マイ ク ス ピーカ

蓄積 系 通信系
CD-ROM電 話
ハ ー ドデ ィス クFAX

FDLAN

翻

禽8
一 マルチ メデ ィア端末(処 理系)一

マルチ メデ ィア ・パ ソコ ン
マルチ メデ ィア ・プ レイヤー 農園

応用分 野
教育(CAI、 辞典)電 子 出版
娯楽(ゲ ーム、 カラオ ケ)情 報サ ー ビス

図2.1マ ル チ メ デ ィア の概 念

マルチメデ ィアの もう一つの特徴は双方向性にあ り、人間同士が対話す るの と

同様に、場所 と時間を越えた対話を可能 とする。たとえばマルチメディアPC同 士

をLANで 接続 すれ ばテ レビ電話 として使 用できるし、マルチメデ ィア電子 メール

は文字、音声、 ビデオなどの情報が一括 して送 られ、あたか も相手がそ こに存在

す るように感 じるで あろう。またマルチメディア ・ショッピングでは、提供 され

る電子カタログの中か ら即座に注文を出す ことができる。マルチメデ ィア分野で

は光 ファイバ ーによる次世代通信網を使 った通信分野が本命 とされているが、各

家庭 にマルチメディアPCが 普及 し、通信網 が整備 され ればパ ーソナル ・マルチメ

デ ィアとして一大市場を形成す ると予測 されてい る。家庭用マルチメデ ィアの応
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用 としては、ホームショッピングや料理、 レジャーな どの情報提供、電子新聞や

ゲーム配信 とい った利用が考 え られる。 しか しマル チメデ ィア情報 は、そのボ

リュームと操作性などか ら、保存や取扱いの容易な活字 メデ ィア との共存が当分

続 くであろう。

米国においては1994年 、 マルチ メデ ィア元年 を迎 え る といわれている。米国に

おけるコンピュータ社会の主役が ビジネス ・ユーザか らホームユーザへ と移行 し、

マルチメデ ィアがその原動力 とな っている。マルチメディアPCの 価 格が急激 に低

下 した ことと、既 に普及 しているPCの マルチメデ ィア化 に よ り巨大 な市場が形成

されつつある。わが国ではまだマルチメディア時代を迎える十分なイ ンフラが整

備 されていないため、CD-ROMを 媒体 と したパ ッケ ー ジ型の ソフ トがやっと増え

てきたところである。

家電、 コンピュータ、通信、メディアなどが相互に結合するマルチメディアの

世界市場は、ハー ドとソフ トを合わせると、21世 紀初 め には数百 兆 円に達 す る と

もい われてお り、わが国において も通信環境の整備や法規制の緩和な どイ ンフラ

が整備されるにつれ、市場の拡大が急速に進むものと思われる。

1980年 代半 ば に 「ニ ュー メデ ィア」 という言葉の使われた時期があ ったが、 お

い しい市場を求めるメーカーの思惑だけが先行すれば、 「マルチメデ ィア」 も同

様な運命をたどることになるか もしれない。

2.2マ ル チ メデ ィアの現状

マルチメデ ィア機器 と呼ばれるハー ドウェアが急速に普及 しだ した。 これに と

もないマルチメデ ィア機器をサポー トす るソフ トウェアの種類 も増加 して いる。

ここではマルチメデ ィアを実現す るためのマルチメデ ィア端末 とその周辺機器、

マルチメデ ィアで扱 う情報やソフ トウェア、マルチメデ ィアに期待 されてい る応

用分野、 さらにマルチメディアを取 り巻 く環境、特に通信に関するイ ンフラ整備

の現状について言及する。

13



2.2.1マ ル チ メ デ ィ ア 端 末 と周 辺 機 器

パ ーソナルコンピュータ市場では、マルチメデ ィアを巡る動 きが活発化 してい

る。 これは、周辺技術のCD-ROM装 置 の高 速 化 、 ビデオ 、サ ウ ン ド機能の充実、

アプ リケーシ ョンの増加、データを蓄える大容量記憶装置の低価格化 な どの利用

環境が整 ってきたか らである。

表2.1代 表 的なマル チメデ ィアPC

合、呆yk]&8§ り寺「寺…s199AV

§欝1!.瓢IJTi
HPVectra170MM

システム と人 間 との対話 は本来 、文字のみな らずマルチメディア情報 で行われ

るのが 自然である。コンピュータと人間とがマル チメデ ィア情報のや りとりをす

るたあに使用す るマ ン ・マ シン ・イ ンタ フェースがマル チメデ ィア端末で あ り、

マルチメディアPC(パ ソコ ン)や マル チ メデ ィア ・プ レイヤーが利用される。

文字、図表、写真、アニ メ、動画、音声、データな どを 自由に組み合わせて使

用できるパ ソコンが 「マルチメディアPC」 と呼ばれ、CD-ROMやPCM音 源、 ス

テ レオ ・ス ピーカ、 チ ュー ナ、グラフィック ・アクセラレータなどを内臓 したパ

ソコンが市場 にでている。表2.1は 代 表 的なマルチ メデ ィアPCで あ る。現状で

は、 マル チ メデ ィア には動画や音声などの扱いに異なる規格が乱立 してお り、標

準プラ ッ トフォームが存在 しない状況で もある。そこでマルチメデ ィアを普及 さ

せ るための戦 略 と して、1990年 にMPC(MultimediaPC)と い う基 準 が 作 成 され た。

これ は主 としてIBMPC/ATと そ の互換機 な どのWindowsマ シ ンで、マル チメデ ィア

ソ フ トウ ェアを動かすためのハ ー ドウェア とソフ トウェアを含めた基準の名称で

ある。これによりソフ トウェアメーカー、ハー ドウェアメーカーがこの基準を満

たす製 品をだ し始あた。1993年5月 には上位 のMPC2が 発 表 され 、MPC対 応 のマ シ

ンであれ ば、MPCマ ー クのつい た ソフ トウ ェアが問題な く利用できる環境が整 い

つつある。表2.2にMPC(マ ル チメデ ィアPC)基 準 の主 要 スペ ックの一 部を示
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す。

マル チメデ ィアに不可欠な画像 や音声、多色グラフィックスを扱 うためには、

高速なCPU、 高 速なHDD、 高 速な ビデオ カー ドが必要 とな るが、最近では整数

演算や浮動小数点演算 のほか、ディジタルオーディオ、動画 ビデオ処理など、マ

ルチメデ ィア機能を内蔵 したCPUが 発 表 され、マル チメデ ィアPCの 低価 格化 が

さ らに加 速 され そ うで ある。また半導体メーカ もマルチメデ ィアや先端通信分野

を対象にしたICの 設計開発の強化を図 っている。

一 方
、 マルチメデ ィア機器の先駆 けともいえるゲーム機は、家庭でテ レビを

使 ってゲーム、教育、教養 ソフ トな どを楽 しむための機器 として期待 されてお り、

表2.2MPC(マ ルチ メデ ィアPC)基 準 の主要 スペ ック

MPCレ ペ ルー1 MPCレ へ"ルー2

ぷ 2MB 4MB(8MB)

CPU 386SX(16MHz) 486SX(25MHz)

八一ド テ"イスク 30MB 160MB

CD-ROM

ド ライフ"

転 送 速 度
シークタイム

そ の他

150KB/S
1秒 以 下

300KB/S

400ms以 下

CD-ROMXAReadyマ ルチセッショZ対応

サウンド 8bitテ"シ"タ ルサウンド

8音 シンセサイザ

MIDI再 生

16bitデ ジ タルサウンド

8音 シンセサイザ

MIDI再 生(CD-ROMX財 一テ"硫ADPCM)

ク"ラフィックス 640×480,16色 640×480,65536色

インタフェース MIDI,シ"ヨ イスティック MIDI,ジ ョイスティック

将来 的には32～64ビ ッ トCPUを 搭 載 した家 庭 用 マ ル チ メデ ィア 端末(例 え ば

windowsベ ー スのOSを 登 載 したマル チ メデ ィア ・プ レイヤー)と して 、 ホ ー ム

シ ョッピ ングや料理 ・レジャーな どの情報提供、電子新 聞な どに利用 されるであ

ろう。表2.3に 代表 的な次世代 ゲーム機 を示す。また米 国ではゲーム機市場の数

倍か ら数十倍 と見 られ る新 巨大市場であるデジタルケーブルテ レビ市場 に向けて、
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ゲーム会社を含めて多 くの企業で水面下の激 しい攻防戦が始まっている。

表2.3代 表 的 な次 世 代 ゲ ー ム機

(日 経産 業 新 聞1994.1.20)

メーカおよび 「商品名」 使用CPU

松 下 電 器 産 業32ヒ"ッ トRISC

「3DOイ ンタラクティブ"・マルチフ.レ刊(ARM社)

任 天 堂
「ProjectRealit到

64ビ ットRISC

(SGI社)

セ ガ・エ ンタ ー プ ライ ゼ ス

「サ タ ー ン」

32ヒ"ッ トRISC

(日 立)

ソ ニ ー32ヒ"ッ トRISC

「PS-X」

NECホ ー ムエ レク トロニ ク ス

「FX」

32ビ ットRISC

(NEq

マルチメディアの周辺機器 としてはCD-ROM、 イメー ジスキ ャナ 、 ビデオ キ ャ

プ チ ャボー ド、サウ ン ドボー ドな どが利用 されている。CD-ROMは 音 声 、映像 、

デー タな ど、大容量 のマル チメデ ィア ・データの媒体 および読み取 り装置 として

不可欠で、世界的な需要拡大を背景に急成長 している。イメー ジスキ ャナは写真

な どの静止画像(イ メー ジ)の 取 り込 み に、 ビデオキ ャプ チ ャボー ドはTVや ビ

デオ の映像(ム ー ビー)の 取 り込 み と編 集 、再 生 に用 い られている。また30フ

レーム/秒 で ビデオ画像 の圧縮 ・伸 張を行 う機能をオ ンボー ドで備えている機種

もある。サウン ドボー ドは音の取 り込み と編集 ・加工 に使用され、さ らにソフ ト

ウェアにより音声合成や音声認識 も実現できる。

マルチメディア時代を迎えて、データの容量がこれまで以上 に増大する傾向に

あ り、大容量 のデータを高速 にアクセスす る必要があるが、現状のCD-ROMや

ハ ー ドデ ィス クでは速度 や容量 的に十分 とはいえず、MO(MagnetoOpticalDisk)も

有望 な蓄積型媒体 といえ る。

オ フ ィスユース、 ホームユース以外のマル チメデ ィア端末 として、パ ーソナル

ユースの携帯情報端末PDA(PersonalDigitalAssistants)も 注 目され てい る。PDAの
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主な 目的は携帯電話 と組み合わせた移動体通信によるマルチメディアを実現す る

ことで、 日米 の企業 グループ数社が共 同で開発 に取 り組み、話題 とな ってい る。

表2.4は 共 同開発 した携帯情報端末であ る。

表2.4携 帯情報端末(PDA)の 共 同開発

メ ー カ 商品名

APPle+Sharp 「NewtonMessagePad」/「ExpertPadＬ

Casio+Tandy 「ZoomerＬ

ATT十NEC 「PersonalCommunicatorＬ

Sony+Motorola 「PersonalLinkＬ

Microsoft十Toshiba 未発表

2.2.2マ ル チ メ デ ィ ア で 扱 う情 報

こ こ数年 、ようや くマル チメディアを手軽 に扱 うためのハー ドウェア、 ソフ ト

ウェア環境が整いつつあ り、 「マルチメディア ・オーサ リングツール」が出回る

ようになった。これは一般の利用者が、映像や音響を自在に蓄積 ・編集 し、それ

によって利用者 と対話を行 うシステムを構築す るための道具である。例えば製 品

紹介のためのプ レゼ ンテーシ ョンソフ トを作成するには、説明文や説明図、写真、

アニメーシ ョン、ムー ビーな どの素材をナ レーションとともにシナ リオに従 って

配置すればよい。ただ しマルチメディアはイ ンタラクティブに操作されるもので

あるか ら、操作手続き とデータが互いに関連性を維持 しなければな らない。そ こ

で、これ らのデータとデータを操作する手続きをカプセル化 したオブジェク トと

す ることで、デバイス(CD-ROMや デ ィスプ レイな どの周辺機器)や デー タの処

理方 法 を意識 せ ず に使用できるように している。データ構造の一例を図2.2に 、

またCD-ROMメ デ ィアの作成 プ ロセスの例 を図2.3に 示す 。
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図2.2マ ル チ メデ ィア情報 のデー タ構造 例

このように して作成 されたマル チメディアデータは、CD-ROMな どの大容量媒

体 に保 存 され るが、特 にデ ジタル映像のデータ量は非常に膨大な もの とな り、画

像 その ものの解像度(画 質)が 高 けれ ば高 いほ どその量 は増 え、動画 ともなると

そのままでは現時点のシステムでは処理が不可能 となる。このためデータを圧縮

す ることにより、保存容量を少 な くし、一度に扱えるデータ量を多 くする工夫を

している。動画を再生す る場合 、媒体のデータ転送速度だけでな く、圧縮 されて

記録されたデータの伸張速度 とデータの描画速度が問題 とな る。 これ らの処理を

すべてCPUで 行 うには負荷 が過剰 であ るため、データ圧縮、伸張、描画のための

専用プロセ ッサを搭載す るのが一般的である。

静止画像データ専用の媒体 として、CDROMの 一種 で あ る 「フ ォ トCD」 も多

用 されてい る。 これはス ライ ドやネガか ら写真をCDに 書 き込 んだ もので、
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図2.3CD-ROMメ デ ィア の製 作 プ ロセ ス例

表2.5に 示 す ような情報 が コマ ごとに5種 類 の解像度 のデ ータ と して記録 されて

いる。 フォ トCDの 再生 にはCD-ROMド ライブが利 用で き、電子 カタ ログや電子

出版、 レン トゲ ン、crス キ ャン画像、MRI画 像の記 録な どに利用 されつ つあ る。

表2.5フ ォ トCDの 記 録 情 報

写真サイズ 解 像度(ド ット) 用途 展 開 時 の ファイル・サイズ

Wallet 1/16(128*192) インチ㍉ クス・フ。リント 2.5Mbytes
Snapshot 1/4(256*384) NTSC縦 位置用 3.OMbytes
Standard 1(512*768) NTSC横 位置用 7.5Mbytes

Large 4(1024*1536) ハイビ ジ ョン用 15Mbytes(圧 縮)

Poster 16(2048*3072) ザ マルフ。リント用 30Mbytes(圧 縮)

データ圧縮の方法は統一されつつあるが、グラフィックソフ ト毎にフォーマ ッ

トの異な るのが現状 である。 しか し、利用者がマルチメデ ィア情報を通信 しなが

ら処理するには、何 らかの規約が必要 となる。たとえば端末 に表示 され るマル チ

メデ ィア情報(文 字 、図形 、イ メー ジな どで構成 されている)を 、表 示 頁 ご との

集合 体(マ ル チメデ ィア文書)と して扱 うために、送 り手 と受 け手の双方が同 じ

形式で格納できるように、マルチメディアの情報構造を何 らかの形で規約化 しな
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ければな らない。現在、マルチメデ ィアに関連す る規格はCCITr、CCIR、ISO

な どの国際 的な標準化 推進機構 に より、データ圧縮、通信、記録メデ ィアか らハ

イパ ーメデ ィアのデー タ形式な どの幅広 い分野で、規格の推進が行 われてい る。

現在決まっている、あるいは討議中の代表的な規格 として次のようなものがある。

(1)デ ータ圧縮の規格

・JPEGカ ラー静止画

・MPEGカ ラー動画

・JBIG白 黒二値画像

・H.261テ レビ電話用圧縮

・MPEGオ ーデ ィオ 音 声圧 縮

(2)デ ー タ通信 の規格

・H.261マ ル チメデ ィアの多 重化 と分離

(3)記 録媒体 の規格

・ISO9660CD-ROMの 論理 フ ォーマ ッ ト

・ISO100903 .5イ ンチMOの 論 理 フォーマ ッ ト

(4)デ ー タ形式の規格

・MHEGハ イパ ーメデ ィア ・オブ ジェク トの機能記述

・HyT㎞e時 間軸 に添 ったデ ータの同期記述

・SGMLリ ンク可能 なテキス ト情報 の記述

この ような機能 を実現するプラ ッ トフォーム として、現在ではMacintosh、IBM

pC/AT+Windows、UniXWS+XWindowな どが考え られ る。

ま た、最近CD-ROMを 使 った 電子 出版物 の規 約 と してEPWINGが 提案 され た。

これはCD-ROMか ら必要 な情報 を高 速で取 り出 した り、統一 した操作で容易に検

索することを 目指 した もので、規約 として統一す ることによ り各社のデータ加工

費の削減や量産によるコス トの低減を図ることができる。

マルチメデ ィア ・アプ リケー ションを作成す るには、多 くの素材が必要 となる。

映像、音声、CG、 テキス トな どの素材 が さ らにそのイ ンタラクテ ィブ性のために

幾通 りも用意 しなければな らない。多 くの制作者はライブラ リに頼 ることになる
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が、その中か ら適当な素材を用意す るには相当な労力 とコス トが必要 となる。現

在は過去の情報(既 に出版 されて いる情 報な ど)を 電子 的な形 に整 え てい る段 階

で あるが、将来的にはマルチメデ ィアのための新 しい情報を創造 していかねばな

らない。

現在の 日本 にはマルチメデ ィアその ものを規定する法律はな く、マルチメディ

アソフ トに適用される主な法律は著作権法である。著作権法では絵画、音楽な ど

の芸術作品や小説な どの著作物、写真、映画、コンピュータ ・プログラムなどが

規定 されて いるが、マルチメデ ィアの素材 として絵画、写真、音楽などを使用 し、

CG、 アニ メ、特 殊効果 な どで原形か ら変形 した物を作 り上げた場合、著作者を ど

のように保護す るのかなど、まだ不明な点も多い。

マルチメディアでは従来のメディア(ア ナ ログ ・メデ ィア)を デ ジタル化(デ

ジタル ・メデ ィア)す るこ とで 、 あ らゆ るメデ ィアの融合化を図 っているが、 こ

れは、それぞれに特色のあるアナログ ・メディアを全てデジタル とい う同 じ土俵

にのせ るこ とを意 味す る。すなわち、デジタル化 され たメデ ィア情報は単な る

データとして同等に扱える反面、各 メデ ィアの特色を殺 して しま うとい う欠点の

あることを忘れてはな らない。
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2.2.3マ ル チ メ デ ィ ア の 応 用 分 野

日本で初 めて開催 された 「マルチメデ ィア国際会議90」 のア ンケー トに よる と、

学 校 教 育(23%)、 エ ン タ テ ー メ ン ト(16%)、 企 業 内教 育(12%)、 電 子 カ タ ロ グ

(10%)な どがマル チ メデ ィアの有望 な応用分野 として挙げ られている。マルチ メ

デ ィアが応用 されてい くと思われ る分野を表2.6に 示す。

表2.6マ ル チ メデ ィアの応用 分野

社内業務 社 内資料、会社案 内、製 品案 内、
セール スマニ ュアル、整備 マニ ュアル、

情報サービス 商用データベース、地図、年鑑、白書、図書館情報、特許情報
カタログ、電話帳、時刻表、医学情報、新聞記録

教育 辞書 ・辞典、研修資料、語学教育、CAI、 問題集、
論文集、百科辞典、家庭医学

娯楽 音楽、小説、絵本 、写真集 、マガ ジン、ゲーム、 スポー ツ
ナ ビゲー ション

マルチメデ ィアは文字による抽象的、論理的な説明に加 えて、色、音、動 きな

どの感覚的表現や、スローモーシ ョン、シ ミュレーシ ョンな どのわか りやすい映

像表現によって理解 を促進す ることができ、短い時間であ りなが ら多層的、波状

的なプレゼンテーシ ョン演出が可能である。プレゼンテーシ ョンへの応用例 とし

て、最近FDカ タログが作成 され た。CD-ROMで な くFD(フ ロッピ…一ーデ ィスク)

を利 用 した電 子 カ タ ログで 、新 車の機能 をアニメーシ ョンを使 った 「動 き」や

「音」で表現 し、ゲーム感覚で具体的に車の特徴をつたえることができる。FDカ

タログは安 価 で複 製 が容 易 な上、内容の変更も自在 にできることか ら、今後の普

及が期待できる。

エ ンタテーメン ト分野では映像や音声を扱 うゲーム機 の他 に、通信回線を利用

したISDNカ ラオケな どへの応用 も報告 され ている。 これはカラオケハ ウスの呼び

出す リクエス トに対 し、ISDNを 通 じて画像 、音声(音 楽)、 文字デー タ(歌 詞)

を送 るもので 、カ ラオ ケハ ウスは大量の在庫 を抱えることな く、 しかも最新の曲

がす ぐ手に入るとい うメ リッ トがある。

教育分野においてはマルチメデ ィアの特徴である 「対話性」を活か した応用 が

考え られている。例 えば問題 に対する回答や、質問に対する解説 を画像 と音声を
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組み合わせてゲーム感覚で学習できるよ うなシステムで、このよ うな利用法をエ

ンタテーメン ト(娯 楽)と エ デ ュケー シ ョン(教 育)を 合 わせ た 「エ デ ュテイ ン

メン ト」 と呼び注 目されている。

また、この他にもメディア間の情報の相互変換(受 信FAX内 容 を音声 に変 え る

な ど)へ の応用や 、 マルチ メデ ィア ・メール、マルチメディア ・デー タベースへ

の応用など、ソフ ト、通信、家電、映画等の分野において利用 され るであろう。

一方
、 このよ うなマルチメデ ィア ・アプ リケーシ ョンを制作す るためのソフ ト

ウェア(ツ ール)も 見逃す こ とがで きない。 フォ トCDの 再 生や 静止 画像 イ メー

ジ の編集 ・加 工、ビデオの再生 ・編集、デジタルムー ビーの編集 ・特殊効果の付

加 、デザイ ンやイラス トの作成な ど個々にデータを編集す るツール と、これ らの

データを素材 として対話型アプ リケーシ ョンを作成するツール(オ ー サ リン グ ・

ソフ ト)と が あ り、 「良い」マル チ メデ ィア ・アプ リケーシ ョン(マ ル チ メデ ィ

ア ・タイ トル)を 製 作 す るた めに は、 良い ツール が要求 される。 また、アプ リ

ケーシ ョンの作成に当たっては、映像表現や音声、CG、 メデ ィア に対す る理解 な

ど、幅広 い知識を有す る人材の育成 も必要 となる。

マルチメデ ィアに関 して 日米間には3～4年 の差 が ある といわれ るよ うに、現

状ではマル チメディア編集 ツールの大半は米国製で、 日本製は芽を出 したばか り

である。今後はマルチメデ ィアに対応 したOSも 必要 とな るが、 この分野 にお いて

も米国の優位性が鮮明にな りつつある。

米国では家電、情報、映画、放送、通信、ゲームなどの企業が入 り乱れたマル

チメディア提携が急進展 している。つい数年前まではまった く関連のなかった業

界同士が融合 し、新 しい産業 を形成 している。 日米間において も国籍 を越 えた企

業間の合弁や提携 、共同開発な ど、マルチメデ ィアを巡 る動 向は 目ま ぐる しく変

化 している。図2.4は 日米 にお けるマル チメデ ィア連合相関図である。
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図2.4日 米 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア 連 合(ASCII,Vo117,#10,1993よ り)

2.2.4マ ル チ メ デ ィ ア と通 信 イ ン フ ラ

マルチ メデ ィア分野では光ファイバーによる次世代通信網 を使った通信分野 が

本命 とされている。 日本では幹線部分の通信網が ほとん ど光フ ァイバー化 され、

都市部のオフィス ビルでも光ファイバーが設置 されつつ あるが、電話局 と家庭間

の光ファイバー化 は、設備価格や電話料金、サー ビスな どの問題 によ り、普及が ,

進 んでいない。 家庭 にマル チ メデ ィアPCが 普及 し通信 網 が整備 されれ ば、マルチ

メデ ィア市場が爆発的に広がるとさえいわれてい る。 また光 ファイバーは従来の

同軸ケーブルに比べ約3倍 の情報 を送信 で き るこ とか ら、マルチメディアだけで

なくホームセキュ リティ、水道 ・ガスの 自動検針 、在宅医療システムなどの本格

的な普及にも不可欠である。

米国の動 きとして地域電話会社 とCATV会 社 が連携 し、大 容量 同軸 ケーブルを

利用 した双方向通信があり、ビデオ ・オ ン ・デマン ド、ホームゲーム、テ レビ電
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話やテ レビ会議、遠 隔教育サー ビスなどの本格的なマルチメディアサー ビスが試

み られる。 さらに全米を光 ファイバー通信網で結ぶ 「情報スーパーハイウェイ」

構想がク リントン政権によって打ち出され、米国大手電話会社GTEとAT&Tの 両

社 は1994年 、バ ー ジニ ア州 マ ナサ スで 「情報 スーパ ーハイウェイ」を通 じた双方

向 ビデオサー ビスの試験を開始する。内容はカタログによるホームシ ョッピング、

教育プログラム、他の家庭 と対戦できる多人数のゲーム、映画サー ビス、各種情

報サー ビスなどが予定されている。

米 国で動 きだ したマルチ メデ ィア事業に対 し、 日本の取 り組 みは遅れてい る。

日本で もCATV規 制緩和 の動 きはあるが、CATVの 普及 が米 国 ほ どでな く、む し

ろNTT回 線 を利用す る方 向で進 む もの と思われる。NTrで は2010年 までに45兆 円

を投 資 して全家庭 に光 フ ァイバ ーを延ばす構想を発表 してお り、また放送 ・通信

融合型サー ビスの事業化実験を1995年 を メ ドに実施す る予定 で あ る。郵政省では

1994年 度 か ら関西文化 学術 研究都 市で 「次世代通信網パ イロッ トモデル事業」の

実験を始 めるが、次世代通信網計画 として電気通信審議会が光 ファイバー網の早

期整備を答申す る予定である。

従来のアナログ公衆回線をデ ジタルに置き換えるBJSDN(Broadbandgntegrated

ServiceDigitalNetwork)は 、 マル チ メデ ィア通信 のため の広域ネ ッ トワークとして

今後の普及が期待されてお り、デ ジタル移動通信や高速無線LANの 技術の発展 と、

地上系 のBＬSDNと の組 み合 わせ によ り、 どこにいてもマルチメディアにアクセス

できる時代がやって くる。すでに次世代情報通信網であるATM(非 同期 転送 モー

ド)ネ ッ トワー クに対応 した各 種機 器むけの制御用ICセ ッ トも開発 されて お り、

双方 向CATVむ けの交換機 やLAN制 御装置、端末 の通 信制御 の基 本 システムを構

成す るこのICを 用いて 、毎 秒156メ ガ ビッ トの超高速伝送 が実現 される。ATMに

よる通 信 は、音 声、画像 や コ ンピュータのデータなどを一定 の長 さに区切 って情

報の送 り先情報を付 け、高速伝送路に混在 して多重化伝送するもので、画像な ど

の大容量のデータをほぼ リアルタイムに送信できる。

またKDDで は、通 信のイ ンフラ整備 と して アジア ・太平洋地域や ヨーロッパ と

つなが る光情報ハイウェイ構想を掲げ、次世代通信技術 「光 ソ リ トン」を使 った
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20ギ ガ ビッ トとい う現在 の数倍 の回線容量の光海底ケーブルを施設する計画で あ

る。同時に日本を中心 とした通信衛星ネ ッ トワークも構築する予定である。 しか

し、このような通信関連のイ ンフラが整備 されるまでには相 当の時間を要するた

め、当分の間CD-ROMの よ うなメデ ィアが主体 とな って 、マルチメデ ィアを推進

してい くであろう。

参 考 文 献

「マル チ メデ ィア 基 礎 技 術 」 イ ンタ フ ェー ス、1993年3月 号 別 冊

「コ ンピ ュー トピア 」1994年1月 号

「マ ル チ メデ ィアの 現 状 と展 望 」 手 嶋毅,情 報 管 理,Vol.36,No.3(1993)

「マ ル チ メデ ィア プ レイ ヤ ー シス テ ム」NEC校 報,VoL45,No.11(1992)

「近 未来 情 報 端 末 」ASCII,VoL17(1993)

26



2.3マ ル チ メ デ ィ ア と デ ー タ ベ ー ス

デ ー タベ ー スの さ きが け は、1963年 米 国GeneralElectric社 の 発 表 し たIDS

(IntegratedDataStore)で あ る。 そ こでは今 日ネ ッ トワー クデータモデル と呼ばれ る

データモデルが提案 され実装 された。その後1970年 に米 国IBM社 サ ンノゼ(SanJose ,

Califomia)研 究 所 のE.FCoddに よ り、 リレー シ ョナル デ ータモ デルが提案 された。

このモデルはデータを リレーシ ョン(relation)と い う表 で表 現 し、 ネ ッ トワー ク

デー タモデルに比べて応用 プログラムの高度なデ ータ独立性が達成 され、また

データも非手続き的にアクセスできるため、応用プ ログラムの生産性が飛躍的に

増す とされた。1980年 代 に入 り、効率 の良 い リレー シ ョナルデータベース管理 シ

ステムがい くつ も市販 され、現在データベースは リレーショナルの時代 とな って

いることは衆 目の一致するところであろう。

さて、これまで リレーショナルデータベース管理 システムやネ ッ トワークデー

タベース管理 システ ムが管理対象 として きたデータは文字 ・数値型のデータで

あった。数値型以外のデータ、たとえば図形や画像、あるいは文書や音 といった

さまざまなタイプのデータを もデータベースとしてコ ンピュータの管理下におき

たいという要求が高 ま ってきた。 もちろん このような背景には、光デ ィスクに代

表 され る大量データの格納技術、OCRや イメー ジスキ ャナデ ータ入力技 術、グラ

フィクスやマルチウイ ン ドウ、あるいは高精細度テ レビと出力 ・表示技術の近年

の長足の進歩があることは言を待たない。

我 々は、従来型の文字 ・数値データに加えて、図形データ、画像データあるい

は音データなどが一つのデータベースに統合 され、データベース管理 システムの

もとに置かれ、ユーザの共有資源 として組織化 され るとき、その ようなデータ

ベースをマルチメディアデータベースと呼ぶ。

本章では、現在までのデータベースの発展経過を確認 した後、い くつかのマル

チメディアデー タベ ースの研究 ・開発状況を説明す る。 また、マル チメデ ィア

データベースを管理できるデータベース管理 システム とはい ったいどのような シ

ステムであるかという問題を議論するためにマルチメデ ィアデータの特徴を述べ、
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さ らにシステムを構築す るにあた り、何が技術上の課題であ り、 どのようなユー

ザイ ンタフェースを介 して、ユーザはマルチメデ ィアデータベースを利用するこ

とができるのであろうか という問題をオブジェク ト指 向マルチメディアデータ

ベースに焦点をあて説明する。

2.3.1デ ー タ ベ ー ス の 発 展 経 緯

デ ー タベ ー ス シス テ ム は 、 次 の よ うな経 緯 で 発 展 して き た 。

(1)60年 代

(a)大 量 デ ー タ処 理 の た め 、磁 気 デ ィス クや 磁 気 テ ー プ を用 い た シ ステ ムが 個 別 に

開発 され 、 フ ァイル 操 作 部 分 を 実 現 す る フ ァイ ル シ ステ ムが 利 用 され た 。

(b)情 報 検 索 シス テ ムが 実 用 化 した 。

(c)プ ログ ラ ム の生 産 性 を上 げ 、 シ ステ ム の デ ー タ共 有 を 図 るた め 、 デ ー タベ ー ス

シス テ ム(デ ー タ更 新 が あ る)が 開 発 され た 。本 格 的 な 商 用 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ

ム と して は 、1963年 にGEか ら発 表 され たネ ッ トワー クモ デル のIDS(Integrated

DataStore)と1969年 か ら 発 売 さ れ たIBMの 階 層 モ デ ル のIMS(lnformation

ManagementSystem)が あ る。

(d)ネ ッ トワ ー ク モ デ ル の 標 準 化 や 種 々 の 機 能 に つ い て は 事 務 処 理 用 の 言 語

COBOLを 開発 したCODASYL(デ ー タ シ ステ ム 言 語 協 議 委 員 会 、TheConference

onDataSystemsLanguages)が 行 って お り、 この 中 のDBTG(デ ー タ ベ ー ス 作 業

グル ー プ 、DataBaseTaskGroup)は1969と1971年 に こ の 仕 様 を 発 表 して い る 。

これ らは ネ ッ トワ ー ク モ デ ル の標 準 と考 え られ 、 これ に基 づ い た シ ス テ ム が

1970年 代 に な って各 社 か ら出 され た。

(2)70年 代

(a)70年 代 に は シス テ ム の 問題 点 を整 理 しデ ー タ ベ ー ス シス テ ム の概 念 が整 理 さ れ 、

理 論 的 な発 展 が 見 られ た 。70年 のEP.Coddに よ る リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー

ス の 提案 、CODASYLの デ ー タベ ー ス作 業 グル ー プ に よ る ネ ッ トワー クデ ー タ

ベ ー ス の 標 準化 、 ア メ リカ の企 画協 会 計算 機 部 門(ANSIIX3)の 標 準 化 計 画 委 員

会(SPARC)に よ るデ ー タ ベ ー ス の3層 構 成 の 提 案(1975)、70年 代 後 半 の リ レー
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ショナルデ一夕ベース理論の飛躍的な発展がそれである。

(b)リ レー シ ョナル データベ ースの試作が行われた、代表的な ものにIBMのSystem

Rと カ リフ ォルニ ア大学バ ーク レー分校のINGRESが ある。

(c)リ レー シ ョナル デ ー タベ ー スを若 干制限 した リレー ショナル型データベース

(ADABAS)な どが商用化 した。 リレーシ ョナルデータベース も小型機を対象 と

したORACLEが 市販 された。

(d)リ レー シ ョナルモ デル は、基本演算が単純なためハー ドウェア化 しやすい点 と

他のモデルより効率が悪いことか ら、ハー ドウェアを用いて高速化するデータ

ベースマシンの研究が始め られた。

(e)理 論 的ではないが、直感 的に も分か りやす く意味表現能力の高い実体関連モデ

ルがP.Chenに よって提案 された。

(f)情 報検 索 システムで は大量デー タを通信ネ ットワークを介 して利用できるよ う

にしたオ ンライ ンデータベースが実用化 した。

(3)80年 代

(a)80年 代 で特 に重要 なのは リレー シ ョナルデータベースの商用化 と70年 代の成果

を 生 か した各 種 デ ー タベ ース応用 システムの開発で あ る。IBMは1981に

SQLのSを 市販 し始 め た。 リレー シ ョナル モデルは自由度が高い点か ら各社で

製品が出されている。パ ソコンでも利用できるようになった点はデータベース

の普及に大き く貢献 した。SQLは デ ータベ ースの標準言語 とな った。

(b)利 用者 には分散 を意識 させ ない分散データベースの研究開発が進め られた。

(c)履 歴 デ ータベ ース(過去 のデータ も関連付 ける)につ いて も研究 がな され た。

(d)デ ー タと ともに知識 を用いて推論 も行える知識ベースシステムの実現方法 とし

て、Prologと リレーシ ョナルデ ータベ ースシステムを統合 した方式などが開発

され、処理の効率化について研究された。演繹データベース、エキスパー トシ

ステムな どの研究開発が行われた。

(e)文 字 デ ータだけで な く種 々のデータの扱えるマルチメディアデータベースシス

テムや計算機援用設計などの大量データを用いるような種 々の新 しいデータ応

用 システムを開発できるような高度のデータベースシステムが要請 されるよう
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になった。

(f)上 記 の 目的 のためオ ブ ジ ェク ト指 向データベースシステムの開発が試み られ、

商用化された。また、同様の目的で開発 された リコーによるリンク指向のG-

BASEは 、実体関連モデルを実現で きる最初のシステムともいえる。

(g)記 憶面 で は大容量 主記憶利用 が一般化 し、2次 記 憶 も大容量化 した。光 デ ィス

クの利用 も行われ、半導体によるディスクキ ャッシュやデ ィスクを多 く並べた

ディスクアレイなどのデ ィスクの高速化技術が発達 した。

(h)多 数 のプ ロセ ッサ を用 いて、高速化および信頼性の向上を図る高可用性の向上

を計る高可用性 システムが実用化 した。

(i)文 書 デー タな どの表現 も、1次 元 的表現 で あ る本 の形式 か らネ ッ トワーク的に

つなが っているハイパーカー ドの表現に発展 した。情報検索システムとして も、

全文をシステムに入れた全文データベースが試み られ始め、マルチメディア出

力 も可能 とな ってきた。

(j)80年 代 の大 きな特色 は、 データベ ースが広範囲に活用されるようになった点 と

いえる。銀行のオ ンラインシステム、企業の生産 ライ ン管理データベース、大

型販売店の顧客管理データベース、データベースを基本 とした企業戦略情報 シ

ステムな どが利用され、データベース利用で収益を向上 させた企業が注 目され

るようにな ってきた。また、パ ソコン通信の普及より簡単に種々のオ ンライ ン

デー タベ ースが使え るようにな った。 フラ ンスでは、各家庭 の端末か ら約

4,000も のデータベ ースが使用可能 とな った。

(4)90年 代

(a)90年 代 に入 って計算機 のダ ウ ンサイ ジング(高 性能 の ワー クステ ー シ ョンを複

数台利用することにより汎用計算機を置 き換え る)が急 速 に進 み、 デ ータベ ー

ス もそれに対応 した変化が起 こってきた。また、80年 代 に始 ま った次世 代デ ー

タベ ースの理論 と実際が、さらに大き く発展 しつつある。

(b)ワ ー クステ ー シ ョンは、計算 性能の向上 だけでな く主記憶容量や2次 記 憶量 も

大幅 に増加 して お り、十分にデータベース機能が実現できる。 このため、オブ

ジェク ト指向などの高度データベースのワークステーション上での実現、利用
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者イ ンターフェースの高度化、自律性の高い分散 システムにおけるデータベー

ス利用、共同作業環境のためのデータベースなどが重要 となってきている。 ま

た リレーショナルモデルにオブジェク ト指向の要素を取 り入れたSQL-3の 標 準

化 も企画 されてい る。

(c)マ ル チ メデ ィア、分散処理 の実用化 とオフィスシステムの高度化が進み始めた。

特 に、構成 システムの 自律性を重ん じたマルチデータベースや クライア ン ト

サーバ ーモデルの実用化が重要 といえる。

(d)デ ータベ ース機能 を広範 囲の応用分野で用いるために、能動データベースの研

究開発が盛んとな ってきた。この機能を用いると制御な どに必要な実時間デー

タベースが作製できる。

(e)種 々のデ ー タベ ー ス システ ムや利用者言語 ・プログラ ミング言語、 ワークス

テー ションと結合 して使えるオープンシステムの実用化が期待されている。

(f)ハ ー ドウェア関係で は高性能CPU、 並列処理 、 フラ ッシュメモ リの利用などが

重要 となってきた。

2.3.2マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス の 研 究 と開 発

2.3.1の よ うにデ ー タベ ー ス は計算 機 環境の進歩 とともに急速に発展 してお り、

現在 も活発に研究が行われ、新 しい技術が次 々に導入 され続 けている。マルチメ

デ ィアデータベースにおいても同様であ り、現時点で も多 くの研究が行われてき

ている。マルチメデ ィアなる学術用語がデータベースの分野で最初に使われたの

は、1983年 のTsichritzisら の論文 の ようで ある。そ こでは光デ ィスク装置を使 った

マルチメデ ィア文書(す な わち、テキス トや 図面や画像が混在 している文書)の 格 納

と利 用 が 論 じ られ て い る。翌1984年 に は シ ンガ ポ ール で 行 わ れ た第10回vLDB

(VeryLargeDataBases)国 際会 議 にお いて 、世界 で初 めて 「マルチメディアデータ

ベース管理 システム」のパネル討論が行われている。その後 もさまざまな雑誌や

新聞で も、マルチメディア(デ ータベ ース)な る用語が氾濫 して い る状 況は特に説明

を要 しないだろう。

これまで研究 ・開発されてきたマルチメデ ィアデータベースシステム・あるい
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はマルチメデ ィアデータベース関連 システムは多数にのぼる。ここでは真のマル

チメデ ィアデータベ ースシステ ムやそうでない ものが入 り混 じるが、次に代表的

な2つ の システムを述べ る ことにす る。

(1)オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シス テ ム を 中枢 とす る マ ル

チ メデ ィ ア デ ー タベ ー ス シス テ ム

マルチメディアデータベースを どう構築す るか、厳密に議論 してみる と、オブ

ジェク ト指向の考え方 をとらね ばな らぬ ことがわかる。つま りマル チメデ ィア

データベースはオブ ジェク ト指 向データベースとな り、 したが ってそれを管理す

るにはオブジェク ト指向データベース管理 システムがいる。この ようなシステム

の典型例 としては米国のMCC社 が 開発 したオ ブジ ェク ト指向デ ータベース管理 シ

ステムORIONを 用 いた例が報告 され てい る。マルチメディアデータベースではメ

デ ィアの異な ったデータをメデ ィアの違 いを乗 り越え て統合 、つ ま り同質化

(homogenization)す るこ とが本 質 的で あ り、そ の意 味でこのような システムを真の

マルチメデ ィアデータベースシステム と呼びたい。より詳 しい議論は次節以下で

行 う。

(2)リ レー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム を 中 核 に据 え た マ ル

チ メ デ ィア デ ー タ ベ ー ス シス テ ム

従来 マルチメデ ィアデータベースを統一的に取 り扱お うとする試みに、 リレー

ショナルデータベース管理 システムを中心に据え、光デ ィスク装置を画像 を格納

す る媒体 として両者を統合、文字 ・数値データと画像データの統合を図ろうとす

るアプローチがある。図3.1に その典 型 的アー キテ クチ ャを示 す。ユーザは質問文

(querystatement)や メニ ュー画面 で要 求を 出す(こ の例では社員番号007の ボ ン ド氏

の写真 を表示す る よう求めている)。 ダイ ア ログマネ ジ ャはユーザの質問文を解析

し、要求を満たすために必要な リレーショナルデータベース管理 システムへの質

問(こ の場合標 準 リレー シ ョナル データベース言語SQLで 書かれ たSELEcr文 を例

と して い る)を、記憶 マネ ジャを介 して生成 し、質問を発 し結果を得る。その結果

に従 って、光デ ィスク装置をアクセスし、所望の画像を得て、適当な処理(た とえ

ば文字 ・数値 デー タ と して の社員番号007と 社員 名 ボ ン ドを画面 にス ーパ ーイ ン
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ポーズす る)を加 えて 、デ ィスプ レイ装置 に表示 し、ユーザに示す。ダイア ログマ

ネ ジャほかのプログラムは、 リレーシ ョナルデータベース管理 システムのデータ

ベース言語(通 常、SQLな い しはSQL風 の言語 が与え られて い る)を 埋 め込 み可 能

か 、あ るい はそれ とのイ ンターフェースを持 っている言語で、かつ光デ ィスク装

置が制御可能なコマ ン ドを発せ得 る言語が選択 され、それで書かれる。具体的に

は、プログラ ミング言語Cが 現在最 も一 般的で ある。 この ような システムの最近の

例 としては、Mayer-Wegnerら の システ ムが あ る。 この アプ ローチは融通性が高 く、

光デ ィスク装置はテキス トを格納 しているファイル装置であって も概念的には全

く同 じである し、そ うではな く、図3.1の 構 成 に更 にテキ ス トフ ァイル が 加わ り、

文字 ・数値、テキス ト、画像の三つのメディアのマルチメデ ィアデータベースシ

ステムとして機能することもできる。ただ、新たなメデ ィアが加わるとそれに応

じてダイアログマネ ジャはほかのプログラムを書 き換えないといけない。 これが

オブジェク ト指向データベース管理 システムの汎用アプローチとの大 きな相違点

となる。 しか し、 リレーショナルデータベース管理システムや光デ ィスク装置は

現在広 く普及 してお り、このタイプのシステムは組み易いという利点を有す る。
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SQL文:
SELECT社 員名、写真

FROM社 員
WHERE社 員番号一〇〇7

社 員 ・

_採 薪 ㌔こ
ト ÷ 一 入出力インターフェース

リレー シ ョナル
データベース

管 理 システム

ダイアログマネジャ

記憶 システムマネジャ

SQL

イ ン タ ー フ ェー ス

(文字 ・数値デー タ)

田

社員
番号 社員名 給与 写真格納番地

001

…

007

…一

.・

ボン ド

・ ・.

50

.・ ・

20518

光デ ィス クへの
コマ ン ド

光デ ィスク
ドライバ コマ ン ド

光ディスク
ドライバ

(画像デー タ)

光ディスク

ブロック番号20518に
社員番号007の ボン ド氏
の写真が記録されている

図3.1リ レー シ ョナ ル デー タベ ー ス 管 理 シ ス テ ム を 中 心 と して 文 字 ・数 値 デ ー タ

と画像データを統合するシステムアーキテクチャの典型例
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2.3.3マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ の 特 徴

マル チ メデ ィアデ ータベースで扱 うデータは、例えばテキス ト、音声 、動画、

アニメーシ ョン、イメー ジなど多岐にわたっている。 これ らのデータはそれまで

データベースで主 と して扱 ってきた数値や文字データに比べて、以下の点で異

な っている。

(1)量 的 に巨大

音 声、動 画 な どは、 これ までとは比べ ものにな らない くらい巨大なデータ量

となる。また、それ らを再生する場合は、 リアルタイムで取 り出さなければな

らないため、圧縮などの特殊な扱いが必要になる。

(2)デ ータその もの には意 味が ない

音 声、データなどは、構造化 され、意味を付加 されて蓄積 されているわけで

はない。単なる ビッ ト列 として保存 されており、意 味を取 り出すためには別の

操作が必要である。また、データに付加される意味 も見 る人の立場、役割、時

間によって異 なって くる。そのため、このような意味を表現できるモデルが必

要になって くる。

(3)デ ータを扱 う操作 が必須

音声 や映像 、画像データは ビッ ト列 として表現 されているため、それ らを表

示するためには何 らかの操作が必要 となる。

(4)時 間的 ・空 間的な扱いが必要

音声や 映像などのメデ ィアが他のメディアと異 なっている点は、それ らが時

間軸を持 った時系列データであるという点である。 このため、さまざまな場面

で時間的な取 り扱いが必要になって くる。同様 に空間的な取 り扱いも必要であ

る。

このため、マルチメデ ィアを扱 うデータベースは、 これまでのデータベース

と大き く異なって くるのは、

(a)大 量 のデ ータを、 リアル タイムに取 り扱えること

(b)柔 軟 なモデル化 の能力を備 えていること

(c)デ ー タを扱 う処理 、操作 も同時に行えること
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(d)時 間 ・空間のモデル化 が行 え るこ と

で ある。

2.3.4オ ブ ジ ェ ク ト指 向 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス

(1)マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ モ デ リ ン グ

2.3.3の ようにマル チ メデ ィアデ ー タは質的にも量的にも時間的にも通常の文字

や数値データを扱 うデータベースとは異なる特徴を持 ってお り、 このデータ群を

扱 う為 には、それに適 したデー タモデ リングを行 う必要が ある。この意味か ら

「マルチメディアデータベース とは、マルチメディアデータベース管理 システム

とは」という問題を真正面か ら議論 してい くと、必然的にオブ ジェク ト指向の概

念 にいきつ く。図3.2に 実 世 界 の マル チ メデ ィアデー タモデ リングの概念を示す。

メディアとは、 「実世界記述 に使 う記号そのものの物理的 ・化学的属性 とそれが

成立す る世界」である。アクセプ タによ り捕捉された実世界のデータ構造 はメ

デ ィアで許 された記号系を使 って言己述 され、概念モデルが得 られ る。た とえ ば、

ファク リミリというアクセプタで文書を捕捉する状況を考えると、光源、反射 ミ

ラー、 レンズ、セ ンサ(光 電変換 器)、 二値 化論理部か らな るア クセ プタが、G3な

らG3規 格 に基づ いて原画 を走査 し、それを画素の系列(適 当 な圧縮 を施 されて)と

して出力 す る。その出力系列 が この場合の概念スキーマとなる。

さて、さまざまなメデ ィアを大別 して、概念モデルが文字 ・数値データとして

表現 される場合に文字 ・数値メデ ィア、図形(つ ま りベ ク トル の集合)と して表 さ

れ る場合 に図形 メデ ィア、ほか に画像 メディア(画 素 の 列 と して)、 音 メデ ィア、

あ るいは視 点 を変 えると、 ビデオはイメージと音メデ ィアの二つか らなる複合 メ

ディアと捉えた りすることとする。

図3.2に もどると、 さまざまな メデ ィアで、メデ ィアごとに概念モデルが出来上

が っている。マルチメディアデータベースを得るには、まず、これ らさまざまな

概念モデルを統合 して、一つの概念モデルを得ることが必要である。 これを 「マ

ル チメデ ィア概念モデル」 とい うこととする。なお、データモデ リングの過程は
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各 メデ ィアごとのモデ リング過程に見 られるように、実世界はまず、概念モデル

化 され(通 常 の リレー シ ョナル デ ータベ ース設計では概念モデル は実体一関連図 と

して表されることが多い)、 つ いで 、論理(表 現)モ デル に変換 され る(こ れ が リレー

シ ョナル デー タベ ーススキーマとなる)。 またオブ ジェク ト指 向の デー タモデ リン

グではオブジェク ト指向データモデルで記述 された概念モデルを(さ らに論理 モ デ

ル に変換す ることな く)直 接管理 す るこ とがで きるか ら、概念モデルか ら論理モデ

ルへの変換は自明に近 くなることに注意 しないといけない。

さて、マルチメデ ィア概念 モデル も、一つ の概念モデルであるので、それを記

述す る記号 系が存在 しな ければな らない。それを 「マルチ メデ ィアデータモデ

ル」と呼ぶ ことにする。問題はメディアごとの概念 スキーマをどのような手法で

統合 し、マルチメデ ィア概念モデルを得、それを記述で きるマルチメディアデー

タモデルはいったい どのようなデータモデルであるのかを明 らかにすることであ

る。これ らの問題については次に示す 「オブジェク ト参照法」 と 「OMEGAデ ー タ

モデル」が提案 されて いる。
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統合
記号系
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データモデル

マルチメディア

概念モデル

(変換)

マルチメディァ

データベース
スキーマ

マルチメディァ

データベース

図3.2マ ル チ メデ ィア デー タ モ デ リング

(2)オ ブ ジ ェ ク ト参 照 法 とOMEGAデ ー タ モ デ ル

図3.3に オ ブ ジ ェ ク ト参 照 法 に よ り社 員X氏 とY氏 の 写 真(photoX1,photoX2,

photoY:画 像 デ ー タ)と プ ロ フ ィール(profileX,profileY1,profileY2:テ キ ス トデ ー タ)

を 統 合 す る様 子 を 示 す 。 統 合 の た め の マ ル チ メ デ ィア デ ー タ ベ ー ス デ ザ イ ナ が 実

世 界 の事 物 を オ ブ ジ ェ ク トと見 な し、記 述 す る。 こ の 場 合 、 き わ め て 単 純 で あ る
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がX氏 を表 す オ ブ ジ ェ ク トMr.XとY氏 を表 す オ ブ ジ ェク トMr.Yが 「統 合 用 核 オ

ブ ジ ェク トベ ー ス 」 に登 録 され る。つ い で画 像 メ デ ィアの 写 真(photoX1とphotoX2)

を オ ブ ジ ェ ク トと 見 な し、 オ ブ ジ ェ ク トMr.Xか らそ れ らが そ の 画 像 表 現(血nage

representation)で あ る こ とを 示 す 「参 照 リ ン ク」(referencelink)が 張 られ る。 同様 に

オ ブ ジ ェ ク トMr.Xか らX氏 の プ ロ フ ィー ルprofileXが そ の テ キ ス ト表 現 で あ る こ

とを 示 す た め の 参 照 リ ンクが 張 られ る。 これ が オ ブ ジ ェ ク ト参 照 法 と 呼 ば れ る マ

ル チ メデ ィア概 念 モ デ ル の 構 築 法 の 基 本概 念 で あ る。

'オ ブ ジ
ェ ク ト参 照 法 は オ ブ ジ ェ ク ト指 向 マ ル チ メ デ ィア デ ー タベ ー ス 管 理 シス

テ ムOMEGA(Object-OrientedMultimediaDatabaseEnvironmentforGeneralApPlication)

で 提 案 され て お り、 オ ブ ジ ェク ト参 照 法 に基 づ き構 築 され た マ ル チ メ デ ィア 概 念

モ デ ル を 記 述 で き る記 号 系 と して の マル チ メデ ィア デ ー タ モ デ ル が あ れ ば 、 そ れ

をOMEGAデ ー タモ デル と呼ぶ こ とにす る。

先 ほ どの 図3.3に 戻 れ ば 、核 オ ブ ジ ェ ク トベ ー ス のオ ブ ジ ェ ク トMr.XやMr.Yは

と も に社 員X氏 とY氏 を 表 して い る の で 、 ク ラ ス 社 員 の イ ンス タ ンス と 捉 え る 。

一 方
、 メデ ィア ご との 概 念 モ デル の要 素 で あ っ たphotoX1,photoX2,photoYは ク ラ

ス写 真 の イ ンス タ ンス と捉 え る。 同様 に プ ロ フ ィー ルprofileX,profileYl,profileY2

は ク ラ ス プ ロ フ ィー ル の イ ンス タ ンスで あ る と捉 え る。 す る と図3.4に 示 され る よ

うな ク ラ ス関 係 が 得 られ る。 こ こ に社 員 な らば 勤 労者 な の でIS-A関 係 を 明示 して

み る の も意 味 が あ る か も しれ な い の で 、 ク ラ ス勤 労 者 を付 け て 示 して い る。 こ の

ク ラ ス付 与 は マル チ メ デ ィア デ ー タベ ー スデ ザ イ ナ の裁 量 で行 え ば よい。

つ ま り、 この 図 で は 現 れ な か った が 、 オ ブ ジ ェ ク トが部 品 展 開 の 構 造 を 有 す る

な ら、IS-PART-OF関 係 を 含 め てOMEGAデ ー タ モ デ ル は 、Smalltalk流 の オ ブ ジ ェ

ク ト、 ク ラ ス 概 念 が ク ラ ス 間 にIS。A関 係 しか 定 義 で き な い が 、 そ れ に加 え てIS-

PARTOF関 係 と参 照 関 数 を 定 義 で き る デ ー タ モ デ ル と定 義 で き る 。 換 言 す れ ば 、

Smalltalkの ク ラ ス 定 義 で は ス ーバ ク ラ ス とサ ブ ク ラ ス の 関 係(IS.Aの 関 係)し か 記

述 で きな か った が 、OMEGAデ ー タ モ デ ル で は そ れ に 加 え て 、 親 ク ラス と子 ク ラ ス

(IS-PART-OFの 関 係)と 参 照 ク ラ ス と被 参 照 ク ラ ス(参 照 関 係)の 三 つ の 関 係 が ク ラ

ス テ ンプ レー ト(ク ラ ス スキ ー マ と言 うの も可)レ ベ ル で記 述 で き る。
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図3・3オ ブジ ェ9ト 参照法 に よるマルチ メ丁 イア丁一タベース(OMEGA)
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図3.4図3.3の マ ル チ メ デ ィア デー タ ベ ー ス を表 す ク ラ ス 関 係
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2.3.5オ ブ ジ ェ ク ト指 向 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

本格 的なマルチメデ ィアデータベースシステムを構築 しようとすれ ば、オ ブ

ジェク ト指向データベ ース管理 システムが中核 として必要 となることは上記の通

りであるが、ここではオブジェク ト指向データベース管理 システムの概念や研

究 ・開発状況を ごく簡単に紹介する。

オ ブ ジェク ト指 向 デ ー タベー ス システ ム とは、最 も分か りや す く言 え ば、

SmalltaU(やC++と い ったオブ ジェク ト指向 プ ログラ ミングのオブジェク トを 「永

続的」(persistent)にで きる システム とい うこ とである。 ここに永続性 とは、それ ら

のプログラ ミング言語で生成 されたオブジェク トはプログラムの終了後 もデータ

ベース中に格納 ・管理 し、必要 とあらばいつで も別のプログラムか らアクセス可

能なようにその生存を保証するという概念である。

オブジェク ト指向データベース管理 システムの鳴矢は、1984年 のGemStoneで あ

る。そ こではSmalltalkが データベ ース化 され た。

さて、現在まで研究 ・開発(そ の うちい くつ かは市販 されている)され たオ ブ ジェ

ク ト指 向デ ータベ ース管理 システムを分類すれば、次の四つのタイプに分 けるこ

とができよう。

(a)Smalltalkの オ ブ ジェク トを永続化 したタイプのシステム

(b)プ ログラ ミング言 語Cに オ ブ ジ ェク ト指 向の機能 を付加 し、オ ブジェク ト

を永続化 したタイプのシステム

(c)C++の オブ ジェク トを永続化 したタイ プのシステム

(d)そ の他の システム

GemStone(商 品)やMCCのORIONは(a)の 範 疇 に入 る。AT&Tベ ル 研 究 所 のODE

は(b)に 、ObjectDesign社 のObjectStoneやOMEGAは(c)の 範 疇 に入 る 。OMEGAで

は デ ー タベ ー ス 言 語 とプ ログ ラ ミン グ言 語 の イ ン ピー ダ ンス ミス マ ッチ を 零 にす

る こ とを 目標 と して い る 。 ほ か にOntologic社 のOntos(商 品)やHP社 のIRIS(商 品)
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がある。 日本でも日本電気C&C研 究所 のOdin、 富士通研 究所 のJasπ血 らの システ

ムの研究 ・開発 が報 告されている。

2.3.6オ ブ ジ ェ ク ト指 向 マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス 管 理 シス テ

ム の 技 術 課 題

真のマルチメディアデータベース管理システムを構築す るための技術課題 には

次のようなものがあげ られる。

(1)IS-PART-OF関 係 と 参 照 関 係 の サ ポ ー ト

2.3.5で い くつ かのオブ ジェ ク ト指 向デ ータベース管理システムが研究 ・開発 さ

れ、その うちのい くつかは商品化 されてい る現状 を示 した。 しか し、 これ らのシ

ステムはクラス間のIS-A関 係 は クラス階 層 と して 陽 にサポ ー トしているものの、

オブジェク ト指向マルチメディアデー タベース構成に必要なIS-PART-OF関 係 と

参照 関係 を陽 にサ ポー トしよ うとす るシステムはOMEGA以 外 にはない。つ ま り

それ以外 の システムでは応用プ ログラムレベルでそれ らの関係 をサポー トせ よ と

い うことで、たとえばある部品の子部品全部を求めるような処理はデータベース

管理システムでは行って くれない とい うことであり、技術課題の一つであろ う。

(2)マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス イ ン ター フ ェー ス 技 術 の 開 発

マルチメディアデータベースをエ ン ドユーザや応用プログラムに どの ように見

せ、 どのよ うにインタラク トさせ、 どのように応用プログラムを書かせ るのかの

技術 については未知の部分が多い。マルチ ウイン ドウやポインテ ィング装置は こ

れまでの文字 ・数値データベース環境でもかなり強力なユーザインタフェースを

提供 してきたが、マルチメデ ィアデータの表示法、操作法はこれか らの最重要技

術課題の一つ となろう。

(3)マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス の 格 納 構 造

マルチ メデ ィアデー タはテキス トや図形に見られるように一般 に構造を持つ も

のであ り、複合オブジェク ト(complexobject)で あ る。 リレーシ ョナルデk・一・一・タベ ー

スで は一 人 の社員は リレーシ ョン社員の一本のタプル として表 され るが、た とえ

ば一枚の図面は複数の リレーシ ョンの複数のタプルを用いては じめて表せ る。つ
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ま りマルチメディアデータベースを二次記憶に格納 してそれにアクセスするには、

従来 の リレーション一枚をファイル一枚 を用いて実装するというような格納構造

では効率 よ く機能 しないわけである。この問題は現在、オブジェク ト指向データ

ベース管理 システムの最重要技術課題の一つ ともなっている。肝心な ことはオブ

ジェク トの持つ構造(IS.A関 係 、IS-PART-OF関 係 、参 照関係)に どこまで 忠実 な

内部 スキ ーマを設計できるか、ということであろう。

(4)メ デ ィ ア ご と の 個 別 デ ー タ ベ ー ス 技 術 の革 新

マルチメディアデータベースシステムが成功 して、21世 紀 のデ ータベ ース シス

テ ム とな り得 るか どうかは、実はメディアごとの個別データベースシステム技術

の革新 にかかっている。つま り、テキス トデータベースシステム技術、画像 デー

タベースシステム技術 といったメディアごとのデータベースシステム技術の確立

があってこそ、強力なマルチメディアデータベースシステムが構築可能 となるが、

実はメディアごとの個別データベース技術の次元で とても深 くて大きな技術課題

を残 したままになっている。

その中で最 も重要な点は、 「内容検索」(contentaddressibility)であ る。テ キ ス ト

デー タベ ー スを例 にとる。現在のところテキス トをデータベース化するにあた り、

キーワー ドの抽出を行 い、それをテキス トに付与 し、ユーザが検索する場合の手

がか りとす る。テキス トの 自動イ ンデキ シングにはフ リーターム方式、 コ ン ト

ロールターム方式、 ロール付きキーワー ド方式な どの方法があるが、共通 してい

ることは、テキス トに出現 した単語、あるいはせいぜい シソーラス(情 報検 索 に

お いて、キ ー ワー ドを統制す るために、使用するキーワー ドを決め、その階層関

係、同義関係、関連関係な どの意味的関係を明記 した辞書)を 用 いて その上 位 語、

下位語 、関連語を付与 し、機能強化されても、それ以外のキーワー ドがテキス ト

に自動的に付与され得ないようである。

しか し、ユーザがテキス トの検索に使いたい語は、そのようにして抽出された

キーワー ドのいずれに も合致 しない場合が多い。例をあげると、文部省検定の小

学校二年生の教科書 に 「大きなかぶ」という題の文章がある。文 旨は 「お じい さ

んが大 きなかぶのなる種 を もらってきて、それを蒔いた ら大 きなかぶが な った。
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そ こでお じい さんが抜 こうとす るが抜 けない。おばあさんが加わ るが抜 けない。

犬が加わ るが抜けない。猫が加わるが抜 けない。鼠が加わ った ら抜けた」である。

これを上記のインデキシングにか けると、かぶとかお じいさん とか犬 とかがキー

ワー ドとして付与 されることは想像 される。 したが って 「大 きなかぶ」 とい う題

を知 っていて、かぶとキーワー ドにそれが載 っている教科書(の 出版社)を 見つ け る

とい う検 索 には十分 働 く。 しか し、 「大 きなかぶ」 とい う文章で言いたか ったこ

とは 「一人でできなか ったこと もみんなで力を合 わせれ ばで きる」、すなわち

「協力」の精神であったはずである。 したがって、 「協力」 ということを学童 に

教えたい と欲 した教師が、それ に適切な教材がないか と 「協力」をキーワー ドに

してデータベースを検索 して も、何 も出て来ぬ ということとなる。マルチメデ ィ

アデータベースを成功 させるためには、基礎技術 として、上記のような課題が解

決 されることが是非必要である。データベースの観点か ら、従来の技法を一歩踏

み 出 し、 もう少 し内容を表現 で きる 自動 イ ンデキ シ ングのための発見 的手 法

(heuristics)の必要 性 を主張 したい 。 同様 な こ とは画像や音を扱 うマルチメデ ィア

データベースにおける内容検索について も言えることは言をまたない。
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2.4教 育 におけるマルチ メデ ィア デー タベー スの可能性

教育分野においてマルチメデ ィアデータベースが有望視される社会背景 として、

つぎの項 目が挙げられる。

(1)労 働 時間短縮 の傾 向か ら生涯教育、社会教育のニーズが高まっている。

(2)産 業空 洞化 に対応 す るため に教育 レベル向上への要求。

(3)マ ンガ世代 に代 表 され る ように、文字だけによる教育に魅力を感 じな くなっ

ている。

(4)ISDN、VANな ど情報通 信ネ ッ トワークの充実 による電子的メデ ィアへの

親近感が生 じてきた。

また、マルチメデ ィアデータベースの教育応用を支える技術的背景 として以下

の項 目が挙 げられる。

(1)通 信手段のパ ー ソナル化 。

(2)大 容量 記憶媒体の小形 ・低価格化 。

(3)画 像 、音声な ど多様 な電子式表現手段の発達。

(4)画 像圧 縮や音声処理、 マル チメデ ィアデータベースな ど関連技術の確立。

このように教育への応用に関 して、そのバ ックグラウン ドがすでに整 っている

と考え られる。たとえば、パ ソコンで印刷物を編集す るデスク トップ ・パ ブ リッ

シングはすでに個人 レベルで行われているが、 ビデオカメラで撮 り貯めた動画像

シー ンをパ ソコンで 自由に編集す る"デ ス ク トップ ・ビデオ"も 最 近 は実用段 階

にあ る。 この技術によって教育用 ビデオ も安価なハー ドウエアにより制作す るこ

とができる。また、磁気デ ィスクに納めた動画像をランダムアクセスにより取 り

出 して編集できる"ノ ンリニ ア編集 システム"も 開発 されつ つ ある。

2.4.1教 育のマ ルチ メデ ィア化の効果

マルチメディアによれば明らかに教育効果が高まる。マルチメディアの画像 と

音声は人間の右脳にも働きかけるので、これによる教材が理解の良さ、被教育者

の興味などの点で有効であることは明らかである。
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立体構造、実物、実音響、実音声が必要な場合には実物を搬入す るか、現場に

出かけるしかなか った。マルチメデ ィアを用いれば、教育のテーマ全体をあ らゆ

るメディアで理解 に努めることができる。教室内の講義であ って も、黒板 と文字

だけの教育に比べて教育内容に興味と関心を呼び込める。

例えば"ク ジラ"に つ いて、文字 を読 むだ けでな く、音声、音響、写真、イラ

ス ト、コンピュータグラフィクスなどで多面的に理解することができる。

2.4.2マ ル チ メ デ ィ ア 機 器 の 現 状

現在で はパ ソコンや安価なEWSに 図形 、絵 、写真 が表現で き、 自然の音や音楽

を流すことができる。 しか し画像データや音声データは従来の文字や数値データ

と異な って、きわめて大量のメモ リーを必要 とする。通常の記憶方式ではフロッ

ピーデ ィスク1枚 にカ ラー画像1コ マを収容 す るのが精 い っぱ いである。幸いに

CD-ROMと デ ータ圧縮 技術 とが発達 し、大容量記憶が可能 になっている。たとえ

ばDVIで は圧縮 しな くて も1枚 あ た り8000フ レーム分 の記憶容量があ る。動画像

な ら8000/30・270秒 分で ある。 これを圧縮す る と1時 間分 の記憶がで きる。

この機能 を活かすため、利用者側の機器では圧縮一伸張の機能を備え るべきで、

と くに今後動画像を扱 うようになれば不可欠 となる。

現在の情報機器 レベルでデータベースを活用す るための装置構成はつ ぎのよう

になる。

①ウィン ドウ環境に対応す るたあ、CRTは 高解像度(1024×768ド ッ ト)。

②画像デ ータベ ース格納 のため、500メ ガバ イ ト以上のハ ー ドデ ィス ク。

③CRTの 発色 は256色 以上 、で きれば1600万 色 。

④動画像の ためにCPUは イ ンテル486ク ラス以上 。
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2.4.3応 用 分 野

教育 の場で はつ ぎの応用場面が存在する。

学校教育、社会教育、企業教育、通信教育、医療教育

また、産業の場における教育 ・研修のため、つぎのような応用が存在す る。

デザイ ンコンセプ トの説明 ビデオ作成、加工組立技術の説明 ビデオ作成、商

品宣伝 ビデオ作成、保守手順 ビデオ作成、カタログ

これ らの応用分野でのマルチメデ ィアデータベースの応用法はつぎの とお りで

ある。

(1)動 画像教材 の制作

ひ と、機 械、動 植物、河川や大地や天体な ど大 自然 の姿 とその動 きを画像だけ

でな く解説文、音響、CGな どを交え て総 合 的に表現 で き るようになる。現在 は

ビデオ教材 として巨額の費用 と長時間を費や して制作されているが、デ ジタル化

したマルチメディアデータベースの充実 ・普及によって個人 レベルで も制作可能

になる。

(2)ソ フ ト資産の共有化

文献 情報 と異 な り個人あるいは小グループで多量の画像、音声、文字情報を用

意す るのは至難である。その理 由として、

①写真、音声、図形などの収集困難、

②さらに著作権のクリアが個人ではきわめて困難、

③検索のためのキーワー ド付与に手間がかかる、

などが挙 げられる。 したがって、データベース化による共 同利用が必要である。

2.4.4利 用 ス タ イ ル

マ ル チ メデ ィア デ ー タベ ー ス め 利 用 ス タ イル はつ ぎの3つ に分 類 で き る 。

(a)パ ッケ ー ジ型:

電 子 出版 、教 育 ・教 養 ソ フ ト

(b)ネ ッ トワー ク型:

テ レ ビ会 議 に お け る プ レゼ ンテ ー シ ョ ン、 通 信 教 育 、パ ソ コ ン ・ネ ッ ト
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ワークを介 したデータの提供

(c)シ ア ター型:

大学 にお ける講 義 、講 演会 や セ ミナー、博物館でバーチャル リア リチー

的な展示

博物館では現物を収蔵する必要がないので、現在はハイ ビジ ョン静止画による

博物館展示が行われているが、注記や音響などが容易に付加できるのでマルチメ

デ ィアのほうがあきらかに効果 的である。さらに物体 だけでな く、演劇、芸能 の

収集と展示 も可能となる。

一般 にはデータベ ースを編集 して
、静止画な らスライ ドシ ョー形式にす るが、

スライ ドシ ョーの形式には以下の2種 類が ある。

(1)編 集 プログラム:

編集 コマ ン ドの集 ま りで あ る。実行時にプログラムか らコマ ンドを読み出して逐

時に画像を検索 ・出力する。メモ リーを食わないが、常にデータベースがアクセ

スできねばな らない。

(2)編 集済み画像:

画像 な どが編 集 され て ビデオテ ープや磁気デ ィスクに記録されている。再生機構

さえあれば出力できる。反面、拡大縮小な どインタラクテ ィブな機能が実現 困難

である。

2.4.5教 育 応 用 の た め の 要 件

教育教材 と して、一般につぎのような機能が必要である。

(a)視 認性 、聴認性

(b)デ ータの検索 、更新 、追加 、訂正 、削除

(c)多 人数 同時聴視

(d)イ ンタラクテ ィブ性 によ り、教 師介在の容易さ

以下に要件を箇条書 きする。

・スライ ドショーのための編集 ソフ ト:

と くに シアター型 におけ る利用 法 として、データを編集 してスライ ドシ ョー
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形式にすると便利である。すなわちCD-ROMや ビデオ カメ ラ、雑誌 な どの文 献

か らスキ ャナーを用いて取 り込まれた画像情報を自由に配列 し、それに適当な

音響 ・音声を付加 して講義ごとに任意の流れを制作できる。編集 ソフ トは簡単

な コマ ンドで任意 の構成の ビデオ教材が誰 にで も構成できることが必要である。

また、 とくに音声 と画像の時間的マ ッチ ングが容易に制御できることも必要で

ある。

・シアター型のための表示:

(1)大 勢 の聴衆 に分 か りやす く呈 示で きるよう、画像データベースの表示では

拡大 ・縮小や移動な どのアフィン変換が任意に行え ること、および

(2)大 型 で明 るい照 明下で も視認性の良好な表示装置の開発が求められる。

・一括表示:

検 索 時に は画像 の一覧性 、一括表示が望ま しい。図鑑な ど印刷媒体ではペー

ジをめ くれば自在に内容 チェックができて便利であり、われわれはこれに慣れ

ているか らである。

・著作権対策:

音楽 演奏 の著作権 ク リアのため に楽譜の 自動演奏機能が必要である。ボーカ

ル出演者の著作権 もク リアするたあ、 自動発声機能 も望ま しい。さらにはCG

に よる人物 表現 も望 まれ る。

・情報 の付加機能:

画 像 デー タベ ー スに最新 の情報 の補完や独 自情報をユーザーが加えることが

できるよう、画像のデータベース化が現場で行える入力 システムが必要である。

たとえばデータベース記憶媒体(CD-ROMな ど)か ら出力 された画像 に利用者

が 自由に書き加えができ、またそれを記憶できれば非常に便利である。

・イ ンタラクティブな再生機能:

画像 デ ータベ ースの表示モー ド(再 生モー ド)に は

①手動 に よる送 りモ ー ド、

②時 間による送 りモー ド、

③逆戻 りモー ド、
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④ ランダムアクセスモー ド

な どがある。 これ らが講義中に 自在 に行え るよ うなOSが 必要 で あ る。 また、

画面 にはマル チスク リー ン機能を備え、表示モー ドを複数、同時に実行できる

ことが望 ましい。

・キーワー ド:

(1)検 索す る側か らはシソーラスは無視する。キーワー ドの出来如何。

(2)専 門用語 には同 じ意 味で もも ともと多様な言い方がある。業界が違 うとさら

に多様であるか ら、同義語の処理を適切に行 うことが重要である。

・画像の検索:

画像 の場合 の分 類(キ ーワー ド付与)は つ ぎの観 点で行 うと利 用 しやすい。

①種類 … 写真、イラス ト画

② 目的 … 説明図(関 係 図、ブ ロック図)、 構造の図解、接続 図、回路図、

信号波形、実物写真

③難易度、精密度 … 初心者むき、専門向き

2.4.6将 来 の 可 能 性

技術 的 には今 後、 次世代のマルチメディアデータベ ースとして仮想現実感が実

現できるデータベースも考え られる。すなわち、立体視、仮想触覚、立体音響 な

どを組み込んで、より真実味のある表現を行 う。 この場合、これ らのデータを時

間要素 とともに統一 的に扱 うデータベース技術を もっと普及 させて、教育(対 面

あ るいは リモ ー ト(通 信))で 自由に利 用で きる よう、操作 も簡単化する必要が

ある。

また、利用促進のために、

(1)技 術 お よび映像 ・音 楽 ソフ ト関連の人材育成

(2)デ ータベース標準化の推進

(3)著 作権 な どの ク リア と有効利用

(4)マ ーケ ッ トメカニ ズムの確立

(5)ソ フ ト充 実の ための環境整備
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などの推進が必要である。
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第3部 マル チメデ ィアデー タベー スの プロ トタイ プの構成

本研究では、マルチメデ ィアデータベースのプロ トタイプとして、静止画(文

字、写 真 、図、表 、 グラ フ、CG画 像 な ど)を 扱 うこ とので きる教 材 デー タベー

スを設計 ・構築す るとともに、データベースや表示機能、ユーザーインタフェー

スなどについて評価を行 った。

3.1教 材 デー タベー スの設計方 針

教育や研修の現場では、単なる文字情報ばか りでな く、写真、図、 ビデオな ど

の画像情報が有効であることは論を待たない。 とりわけ、具体的なものやシステ

ムを扱 う技術分野の教育では、画像情報を抜きに してはわか りやすい教育は成 り

立 たない といえる。そのため、最近では、教育の質の向上や教育効果の向上な ど

をめざして、スライ ド、OHP(オ ーバ ーヘ ッ ドプロ ジェクタ)、 ビデオな どの画

像 機 器 の利用 が着実に増加 して きている。 また、中学校や高校 の科学教育で も

パ ーソナル コンピュータを使 ったシ ミュレーションな どが取 り入れ られるような

状況になっている。

しか しなが ら、授業や研修のその 日のテーマに合わせて適 当な画像教材を用意

す ることはかな らず しもたやすい ことではない。写真や ビデオの被写体 を捜 し出

す ことに も苦労す るし、編集に も装置やそれ らを操作す る技術が必要である。ま

た、適 当な図や表をスライ ドやOHP用 フィルム にす るに もかな りの時間を必要 と

す る。

そこで、あらか じめ関連する分野の画像情報を集あてデータベース化 してお き、

授業や研修のその 日のテーマに合わせて画像情報を検索、編集す ることができれ

ば、質の よい教材を容易に、短時間に作成す ることができる。また、蓄え られ た

画像情報 はそれ 自身知的情報資源 として文書に挿入す るなど幅広 く利用すること

ができる。

教材 データベースの利用者 は、講義や研修会 などで提示すべ き画像資料 を当
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データベースよりキー ワー ドや区分などにより検索 し、それ らの中か ら適当な も

のを抽出する。さらに、それ らの教材の提示順序を決定 し、教材 ファイルを作成

す ることとす る。教材の表示で は、教材データベース システムを搭載 したコ ン

ピュータを使 って表示す る場合 と、これ らの教材の画像情報を フロッピーな どの

可搬媒体 に再格納 し、講義や研修会の現場での表示機能を使 って表示す る場合の

両方 に対応できるようにする。

以上に述べた機能 はデータベースソフ トウェアの操作法を知 らない人で も扱 い

やすいようにメニ ュー方式で操作できるようにするなど、ユーザーインタフェー

スに配慮す る。・

本研究で試作す るプロ トタイプの教材データベースの題材 は、当研究 グループ

の専門分野に近い領域の中か ら、画像情報の収集 しやすい分野を選択することと

した。具体 的には、メカ トロニ クス技術のなかの計測 ・制御分野に焦点を合わせ、

それに加え、 これ らの分野 に関連 のある基礎 的な情報 も広 く集め ることとした。

また、データベースに蓄えるべき画像データの量はプロ トタイプの段階では1000

程度 を 目標 とした。

3.2教 材 デー タベー スの システム設計

教材データベースが持つべき機能 としては、大 き く分 けて3つ の機能 が必要 で

あ る。す なわ ち、教材 とな る画像をデータベースとして蓄える画像データベース

機能、蓄え られた情報の中か らある特定のテーマの教材を作 り出す教材編集機能、

教材を表示する教材表示機能の3つ で ある。

(1)画 像 データベ ース としての機能

・画像情報の登録 ・削除

・画像情報検索

(2)教 材編集機能(特 定 テーマの教材 を編集す る)

・教材 の検索(キ ー ワー ドや区分 な どに よる検索)
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・教材の選択(検 索された情報の中から必要な画像の選択)

・教材の並べ変え(表 示順)

(3)教材表示機能

・表示用の画像情報の記憶媒体への取り出し

・画像教材の順次表示

これ らの機能を備えた教材データベースシステムの構成を図3.1に 示 す 。 ま た、

教 材 デー タベ ース システムの各 ファイルの動態(時 間的 な関係)を ペ トリネ ッ ト

を使 って図3.2に 示す。

ユーザ

「」
関連情報
DB

画像情報
DB

教材
ファイル

画像蓄積 ・
表示
プログラム

レ

嚇㌃ レ

醐翔

図3.1教 材デー タベー スの構造

原画像

画像情報

関舗 報○

分類情報
など

スキャナ
劫

画像情報
ファイル

索
択
集

検
選
編 教材

ファイル

関連情報
ファイル

画像
ファイル

図3.2各 フ ァイ ル の 動 態

ス認 §密
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画像情報データベースと関連情報デー タベースは原画像の情報を手入力す るこ

とによって作 られ る。その うち、原画像の画像そのものはスキャナを介 して取 り

込まれる。

教材 ファイルは、画像情報データベースと関連情報データベースをもとに、画

像の検索、必要な画像の選択、画像の並べ替 えな どをへて作 られ るフ ァイルで、

自動表示 される画像のファイル名を並べたものである。

自動表示 ファイルは画像表示機能を用いて 自動表示する画像の順序、時間、画

像情報を持ったファイルであ り、教材 ファイル と画像ファイルか ら作 られ る。画

像データベースシステムと離れた地点での講義などで記憶媒体に移 して運ばれ る

のはこの自動表示ファイルである。

以下に、教材デー タベースシステムの各構成要素について、順次詳細に説明す

る。

(1)画 像 デ ー タ ベ ー ス

画像 関係 のデ ー タベースとしては、 リレーシ ョナルデータベース管理 システム

の上に、画像情報データベースと画像間の関連 を示す関連情報デー タベースの2

つ のデ ータベ ース を構築 した。

画像 情報データベースの構造お よび関連情報データベースの構造を表3.1と 表3.

2に 示す。

表3.1画 像情報デー タベ ースの構造

デー タ項 目名 データ型 桁数 備 考

図番 文字 8 ユ ニ ー ク

名称 文字 40

別名 文字 40

大区分 文字 2 (コ ー ド)

中区分 文字 2 (コ ー ド)

小区分 文字 2 (コ ー ド)

キ ー ワー ド 文字 60

画像の種類 文字 2 (コ ー ド)

画像ファイル番号 文字 8

画像 画像

音 音 実験用
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表3.2関 連情報 デー タベ ースの構 造

デ ータ項 目名 データ型 桁数 備 考

関連の種類 文字 2 (コ ー ド)

図番1 文字 8

図番2 文字 8

画像 デー タの検 索 につ いては、 フ リーキーワー ドと区分コー ドの両方を併用す

るため、画像情報データベースには、文字型のキーワー ド項 目と3つ の 区分 コー

ド項 目(大 区分、 中区分、お よび小 区分)を 設 けた。

JOIS(日 本 科学技 術情報 セ ンタが提供 している科学技術関係のデータベース)

な どの本 格 的なデ ー タベ ースで は、シソーラスを作成 し、利用 している。シソー

ラスを使 うことは、検索の精度をあげることには効果的ではあるが、シソーラス

の作成には多 くの労力や時間がかかるだけでな く、その維持に多大の努力が必要

になる。そこで、本研究では、検索の精度が劣 る欠点はあるが、ユーザーが 自由

に設定、利用できるという柔軟性を重視 して フリーキーワー ドによる検索の方法

を採用するとともに、分類の方法 も併用す ることとした。

また、1つ の画像 デー タの内容 を一 つ のキーワー ドで表現す ることは難 しいの

で、一つ の画像データに対 して複数のキーワー ドをつ けることができるように配

慮 した。その際、キーワー ドを記述するデータ項 目(属 性名 と もい う)を 最大 限

必要 と思 われ るキ ー ワー ドの数だけ作ることで対処す ることもできるが、検索 の

時にわず らわ しいので、一つの文字数の多いキーワー ド用のデータ項 目を作 るこ

ととした。そ して、検索時には、検索 したいキーワー ドの前後 にワイル ドカー ド

文字を付加 し、キーワー ド項の どこかにその文字が含 まれていれば検索条件に合

致 していると判断されるようにした。

画像データのデータ形式、および必要なバイ ト数はデータベースソフ トウェア

に依存する(プ ロ トタイ プのデ ー タベ ー ス管理 ソフ トウェアの詳細 につ いては後

ほど記述する)。

関連情報 デー タベ ー スの関連の種類については、順序 関係(そ の1、 その2な

ど)、 分割関係(1/2、2/2な ど)、 説 明、例 示な どを考 慮 して いる。
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(2)教 材 編 集 部

この機 能 は、講 義 や研修 会などの特定のテーマに沿 った画像の一連の順序だ っ

た並びを作 り出す ものである。一つの教材 ファイルを作 り上げる手順を図3.3に 示

す。

必要な

だけ繰

り返 し

キーワー ド、区分な どによる検索

削除、並べ変え

(必要 な ら元 に戻 って追加 も可)

図3.3教 材編集の手順

講義や研修会のシナリオに基づいて、画像情報が格納されている画像情報デー

タベースか らキーワー ド、区分、画像の名称などを条件に検索を行う。それらの

検索結果は画像を含めて一覧表として表示され、そのなかから適当な画像を選択

し、教材 ファイルに追加 していく。必要な画像が全部そろうまでこの操作が繰 り

返される。

1回 もしくは一連の講義や研修会に表示できる画像が収集できると、つづいて

教材の編集に移る。教材ファイルにためられた画像の一覧を表示し、必要でない

ものがあれば削除する。もしも足 りない画像があれば一連の手順の最初に戻 って

追加する。最後に画像を適切に並べ換えれば特定の教材ファイルは完成すること

になる。教材ファイルは固有のファイル名をつけて保存される。

これ らの教材編集の手順は、データベースの操作法をあまり理解 していない利
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用者で も操作できるように、メニ ュー方式 とした。すなわち、データベース管理

ソフ トウェアのもつプログラ ミング言語の機能を利用 してメニュープログラムを

作成 した。

(3)教 材 表 示 部

画像 編集 機能 を用 いて作 成された教材 ファイルは、画像表示機能を もつソフ ト

ウェアに渡 され、画像表示 ソフ トウ ェアはその教材 フ ァイルで指定 された画像

ファイルを画面 に表示する。画像情報を表示するソフ トウェアには、スライ ド機

能(画 像 の1枚 目は2分 、2枚 目は1分 の よ うに、画 像 の順序 と表示 時間を指定

して 自動表示できる機能)な どの多彩 な機能 を持つ ものがあ り、それ らの機能を

有効に使 うのがよい。

画像情報 をフロッピーデ ィス クな どで持 ち運び、講義や研修会の会場で用意 さ

れているコンピュータの持つ表示機能を使 って表示する場合には、講義などの シ

ナ リオに合致 した特定の教材 ファイル とその ファイルに登録 されている画像 ファ

イルを抜 き出して記憶媒体 にコピーする。そ して、講義な どの現場の コンピュー

タの画像表示 ソフ トウェアを用 いて表示することになる。 この際、画像表示 ソフ

トウェアは教材データベース開発で使用 されたソフ トウェアと同 じものであるの

が作業効率の点で望ましい。

講義会場の都合などでOHP用 フィル ムを用意 す る必要 があ る場合には、講義内

容に合わせた教材 ファイルの画像を印刷 し、それ らをOHP用 フ ィル ム にコ ピーす

る手順をふむ のがて っとり早い。

3.3プ ロ トタイ プの機 器 お よび ソフ トウ ェア構 成

画像データベースや教材編集な どの機能を組み込むコ ンピュータシステムと し

ては、ハー ドウェアおよび ソフ トウェアの互換性、コス トな どを考慮 してパ ーソ

ナルコンピュータを基本 とし、ソフ トウェアは"WINDOWS"の 環境 下で稼働す る も
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のを選択 した。

表3.3に 画像デ ータベ ース システ ムをイ ンス トール した標準的なパーソナル コン

ピュータシステムの仕様を示す。

表3.3プ ロ トタ イ プ を イ ンス トール したパ ー ソ ナル コ ンピ ュー タの 仕 様

CPU(ク ロック数) 80486(33MHz)

内蔵RAM 8MB

ハー ドデ ィスク 163MB

OS DOSJ5.〇 八7

ウインドウ環境 WINDOWS3.1

表3.4に 画 像 デ ー タ ベ ー ス システ ム を構 築 す るの に使 用 した デ ー タベ ー ス管 理

シス テ ムParadoxの 仕 様 を示 す 。

表3.4デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムParadoxの 仕 様

最大項目数 254

最大項目長 4000バ イ ト

最大 ファイルサイズ 256MB

項 目 型 文字型、実数型、金額型、日付型、

整数型、メモ型、グラフィック型な ど

管理ソフ トの機能 テ ー ブル の定 義 、 フ ォー ム 、 レポ ー ト

問い合 わせ 、 ユ ー ザ メニ ュー の作 成

グラフィックの形式 BMP,EPS,PCX,TIF,GIF

Paradoxは 、WINDOWS環 境 の上で動 作す る リレーシ ョナルデータベースソフ ト

ウェアであるとともに、直接種々のグラフィックスを扱 うことができる特徴があ

る。また、オブジェク ト指向のデータベースであ り、マウスなどを利用 した使い

が ってのよいユーザプログラムを比較的容易に作成できる。

講義や研修会な どでの画像表示の環境 としては、多 くの受講生が参加す るこ と

を前提 として、オーバ ーヘ ッ ドプロジェクタ、 コンピュータ画面用のオーバ ー
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ヘ ッ ドプロジェクタ、50イ ンチ程度 の大型 テ レビジ ョンまたは多数のモニタテ レ

ビジョンが用意 されるものとした(図3.4参 照)。

Screen

「-
TelevisionwithLargeDisplay

verhead

図3.4画 像 の表示環境

画像 表示 の ソフ トウェアとして は、その機能の豊富さ、使用実績な どか らマイ

クログラフィクス社のMICROGRAFXDESIGNERを 使 用 した。 その仕様 を表3.5に

示す 。

表3.5MICROGRAFXDESIGNERの 仕 様

対応システム 日本 語MS二WindowsV3.0以 上 に対 応

プ ロテ ク トメモ リ2MB以 上 必 要

ハ ー ドデ ィス ク空 き容 量20MB以 上

最大カラー数 1,670万 色

編集機能 強力な作図 ・編集コマンド

ベジェ曲線、スプライン曲線を使った

文字や図形の変形機能

連続変形機能

スキ ャナ カラースキ ャナイメージの編集可能

フ ォ ン ト 欧文、和文のアウ トライ ンフォン ト

ユ ーテ ィ リテ ィ スライ ドショー機能

バ ッチ印刷機能

印刷 ドライバ 日本 語PostScriptプ リ ン タ を サ ポ ー ト

画像 ファイルの形式 DRW,PIC,TXT,GRF,TIFF,PCX,WMFな ど
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MICROGRAFXDESIGNERは 、MS-Windowsの 環境 をフル に活用 した先進 のデザ

イ ニングツールで、強力で効率的な作図 ・編集機能を持 ち、プ ロレベルで使用可

能なオプシ ョンツール も備えている。

画像の 自動表示では、DESIGNERの ス ライ ドシ ョー機 能 を使 う。 そ の際 には、

教材編集機 能で作 られた教材 ファイルの内容 をDESIGNERの ス ライ ド機 能登録 用

のフ ァイル に コピー し、各画像の表示時間を登録す ることになる。

3.4登 録 デー タの件数

登 録 した デ ー タ の種 別 は表3.6、 表3.7の とお りで あ る。

表3.6登 録 デ ー タの形 態 別 内訳

データの種類 データ数

文字、表 293

グラフ 68

図 、絵 585

写真 29

音 3

合 計 978

表3.7登 録デー タの分野別 内訳

分 野 データ数

ノイズ関連 249

半導体関連 192

コンビ.ユータ及 び周 辺 機 器 関連 83

ソフ トウェア関連 47

通信/ネ ッ トワー ク関連 44

その他 363

合 計 978
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第4部 プロ トタイプの評価

4.1デ ー タベースの検 索時間評価

今 回 の プ ロ トタ イ プ にお い て は 、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェア と して ボ ー ラ ン ド

社 のParadoxを 使 用 した。 こ こで は 、Paradoxの デ ー タ ベ ー ス と して の 基 本 機 能 で

あ る検 索 の 時 間 を 測 定 し、 そ の 結 果 を報 告 す る 。 な お 、 検 索 方 式 は 中 間一 致 方 式

(文 字 列 の 中 の 何 処 か に一 致 す る文 字 列 が あ れ ば 一 致 す る と判 定 す る方 式)と し

た。

測 定 条 件 と して は 、1つ だ け の 文字 型50桁 の 項 目を持 つ テ ー ブル を 作 成 し、 英

字 アル フ ァベ ッ トの 大 文 字 と小 文 字 を ラ ンダ ム に 発 生 した テ キ ス トデ ー タを そ の

テ ー ブル 上 に入 力 した。 全 デ ー タ量 は50文 字 ×20000行=IMByteと な る。 ま た 、 検

索 した文 字 は1文 字 、2文 字 、3文 字 に つ い て そ れ ぞ れ6種 類 行 った 。1文 字 につ い

て はa,b,c,X,Y,Z、2文 字 につ い て はab,bc,ac,XY,YZ,XZ、3文 字 に つ い て はabc,

bcd,cab,XYZ,YZX,ZXYで 検 索 を行 っ た 。 ま た 、 使 用 した機 器 は 、IBMPC/AT互

換 機 でcPuにi486Dx2-66MHzを 使 用 して お り、 ハ ー ドデ ィス ク はIDEでvL-Busに

接 続 され て い る。 表4.1に 検 索 時 間の 測 定結 果 を 示 す 。

表4.1Paradoxの 検 索 時 間 の 測 定 結 果

測定順

検索時間[s]

1文字 2文字 3文字

1 50 76 80

2 58 75 78

3 61 75 79

4 52 76 79

5 58 76 76

6 50 75 79

平均 54.8 75.5 78.5

検索結果をみると、検索時間は50秒 か ら80秒 くらいかか り、かな り待 た され る
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感 じを受ける。検索時間を速 くするには、キーワー ド項 目を複数個(5つ くらい)

用意 し、 それ らに イ ンデ ック スを作成す るのが もっとも手 っ取 り早 い。 しか し、

その場合 にはキーワー ドの中間一致方式は使えないので、 フルキーワー ドを間違

いな く入力 しなけれ ばな らないというめん どうくささが残 る。 また、同 じキー

ワー ドをキーワー ド項 目の数だけ入力 しな くて もよいようにプログラムで対処す

る必要 もある。

4.2画 像の明瞭度の問題

今 回のプ ロ トタイプにおいては、画像データはすべてイメー ジスキ ャナによっ

て入力 した。教材用マルチメディアデータベースにおける画像データは写真のよ

うな 自然画像の他 に、表やブロック図、模式図などの一般的に線画像 として扱わ

れるものが多 く含 まれる。前者のような自然画像であれば全体の像が大体分かれ

ば情報を読み とることができるので、スキ ャナを用いて画像を読みとって も差 し

支えない。 しか し、後者のような線画像 においては、まず原画像の精度を保障す

るだけの解像度を持 った入力装置を用いなければな らない。さらに、画像 を見 る

ときの出力装置の解像度 と入力に使用 した機器の解像度が一致 しなければ情報の

劣化を招 く場合が多い。例えば、400dpiの 解 像度 を持 つイ メ ー ジスキ ャナで取 り

込んだ画像 中に存在する点や線を、120dpiの 解像度 のデ ィス プ レイい っぱ いに納

めようとす ると、画像を縮小せざるを得な くなる。すると、細い点や線な どが間

引かれ実際に表示が不可能 となる。図4.1と4.2に 例を示す。 図4.1は ある計 測器 の

写 真 をイ メー ジスキ ャナで読み込んだ ものであるヵミ、カラー写真を256色 の ラス

ターイ メー ジ と して入 力 し、 レーザープ リンタで出力 している。当然、色の情報

は消滅 して しまっているが全体像は掴めることができる。一方、図4.2は あ る教材

か らメモ リの構造 に関す る模式図をイメージスキ ャナで読み込んだ例である。使

用 したイメージスキ ャナの解像度 は400dpiで あ り、 レーザ ープ リンタの解 像度は

300dpiで あ る。入 力 時 にお いては、原画像のちょっとした傾 きなどで入力 した画
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像の線が消滅 した りす ることがよ くある。また、出力時において解像度が下が っ

てお り、画像の縮小を行 って画像 データが間引かれている。 このような原因か ら

画像中の線や点が消滅 したり、つぶれて合体 した りして画像の情報量 を著 しく低

下させている。より解像度の低いディスプ レイ装置などではさらに状態は悪 くな

る。 とくにこのような模式図を表す線画像では一部の線が消滅 した り、字が読め

な くな って しまっては、元の情報を読み とることが不可能 とな り、教材用マルチ

メデ ィアデータベースのデータソースとしては全 く使い ものにな らない。すなわ

ち、線情報 によって構成 される画像についてはイメージスキ ャナで取 り込めるラ

スターイメージとして取 り扱 うには限界があるということである。このような問

題を解決するには、線画像データを入力する方法に何 らかの工夫が必要 となる。

現在のところ、この問題を解決するにはつぎのようなものが考え られる。

(1)表 に関 してはOCRソ フ トウ ェアを使用 して 、文字情報 として抽出して格納す

る。

(2)ブ ロ ック図、模式 図な どの線画像 はい くつかの ドロー系グラフィクスソフ ト

に搭載されているオー トトレース機能を用いて、線情報を抽出 して格納する。

(1)に つ いて は、現在市販 されて い るOCRソ フ トはい くつ もあ り、か な りの認識精

度を持つ ものが多いので、それ らを使用するのが最 も手短かな方法 となる。(2)に

ついて は、 い くつ か の ドロー系 グラフィクスソフ トに搭載されている もので、ラ

スターイメー ジ中の線を抽出 してベ ジェ曲線 にフィッ トさせてい るものが多い。

しか し、元画像の状態が悪か ったりすれば全 く使用できない し、また元画像の状

態が良 くて もベ ジェ曲線 にフィッティングさせるときの操作 などにある程度の経

験 とノウハ ウが必要であ り、なかなか うま くフィッ トさせ ることができないのが

現実である。また、その図の中に文字が入 っていて も単にベ ジェ曲線で フィッ ト

するだけなので文字情報 として抽出することはで きない。 これ らのことを考慮す

ると(2)の 方法 はあ ま り現実 的で な く、 ブ ロック図や模式図などの線画の入力は ド

ロー系グラフィクスソフ トを用 いて人間の手で行わざるを得 ないのが現状である。
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しか し、今 回のような教材用マルチメデ ィアデータベースのように大量のデータ

を扱わなければな らないものに対 して、人間の手によってデータを入力す るのは

実質上不可能 となる。今後、教材マルチメディアデータベースを構築するために、

大量 の線画像を自動的に入力す る手法を確立することが最 も大 きな課題の一つ と

なることは間違 いない。
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図4.1イ メー ジス キャナで取 り込ん だ自然画像
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図4.2イ メー ジスキ ャナ で取 り込んだ線画像
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おわ りに

本研究は、マルチメディアデータベースのプロ トタイプを取 り扱 っている。そ

の対象を教育用素材(実 際 には ノイ ズ処理 お よび基礎 コンピュータ関係)と し、 さ

らにデ ー タの形 態 を表や 文字を含む静止画像 に限定 して、知的資源辞書である

データベースを構築 し、その評価 を行った。この研究では、講師または講演者(プ

レゼ ンテー タ)が 自分 でシナ リオ を作 り、デー タを生成 し、提示用のものを生み出

す、っま り利用者に対する実用 とい う観点を重視 している。 したがって、システ

ムのハー ドウェア/ソ フ トウェアは市販 されてい る一般的なものの中で性能 コス ト

比が最 も優れていると考えられるウィン ドウ型を採用 した。 これ らは50-100万 円

程 度 でハ ー ドウェアお よび ソフ トウェアの両システムを一通 り構築す ることがで

き、 さらに、200-500MB程 度 のハー ドデ ィスク、またはCDROMを 内蔵 した可搬

型(ノ ー ト型)の ものを使用 して、デ ー タの提示の必要な場所ヘシステム とデータ

ー式を持ち運ぶことができると考えられ る
。

その結果、 この構築に対するい くつかの課題が明確 となった。 この報告書の最

後にこれ らのものをまとめてお く。

(1)提 示す る画像 、文字 な ど品質 に関す る問題

白黒 な ど2値 画 像 の高 い品質 を保 持す るデ ータ入 出力は以外 と難 しい。

最初か ら文字、表計算などのソフ トウェアを利用 して、情報が線や文字で

保存 され ているときには、問題 がないが、一度紙に印刷 され たものをイ

ーメー ジ入力装置な どで取 り込む ときには、その画像品質 を保つことは難 し

い。

(2)デ ー タ容 量お よび処理時 間に関す る問題

画像はその情報の割 には容量が大きく、通常のパ ソコンなどで処理す る

ことにはいまの ところ問題が山積 している。 さらに、これ らをデータベー

ス として扱 うには、情報空間が大きすぎて、その取 り扱いが難 しい。
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(3)マ ル チメデ ィア ・システム構築 に関する問題

効率の良い ビューワの設計が必要である。本研究の場合 も問題 とされた

が、元の情報 を保存す るデータベース と、 ビューワのデー タを保存す る

デー タベース と両方が必要 とな り、大 きなデー タにもかかわ らず、その

データの重複が存在する結果 となった。

(4)シ ステム に対す る利用者 の習熟 の問題

現用のシステムでは、データの取 り込みお よび処理に熟練者が要求 され

る。 これ らのデータの処理には複数 のハー ドウェアお よび ソフ トウェアに

またがるために熟練者でも予想外の時間がかかることが多い。 この結果 か

らもマルチメディア技術者の育成は必要であるとともに、マルチメディア

プレゼンテーシ ョン用の実用 ソフ トの充実が望まれる。 この ソフ トウェア

で気になるのは、ソフ トウェアの大半が素人を対象 としているが、それを

実際に使用す るプロ用のものが渇望 され る。現状では、その使用に制約が

多 く、プ レゼ ンテータが文字、表、グラフ、画像の混在す る多彩なデー タ

を扱 うためのユース ウェアが必要 とされる。

また、データの扱いも技能が必要であ り、た とえば、文字データなどで

は一般に小さすぎて提示が難 しいことが多 く、このようなマルチメデ ィア

型のプ レゼンテーションには、データ作成の習熟が必要である。

今回の研究では、デー タに大き さな どの物理的な制限 を加 えていない。

したがって、画像 として取 り込む ときに、 トリミングなどの処理が必要 と

な り、画一的に処理す ることができない とい うことで、 とくに時間がか

かった。

(5)シ ステ ム コス トの問題

マル チ メデ ィアでのプ レゼンテーシ ョン用のシステムを一通 り揃 えるに

は、本研究程度の規模で も、ハー ドウェア、 ソフ トウェアの両方 に多額の

費用がかか る。その上、それ らのシステムに対 してある程度熟練するため

の時間が必要である。多分、初心者では負担が大きすぎるだろ う。
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以上の ような事実お よび意見が委員会か らでた。 このシステムは、このよ うな

教育用のみ ならず、一般業務用に拡張することができ、 どこの分野で も使用でき

る基本的な応用手法 となると確信 してい る。パ ソコンや ワープ ロの発展 によ り、

技術系教育 を受けていないものまで、それ らの技術を身につける必要が生 じたよ

うに、本研 究で検討 したデータベース技術、マルチメデ ィア技術、各種文書、画

像、表計算な どの複合技術の体得が教育系の人材のみならず一般のた とえば ビジ

ネスマンにも要求 され るようになるだろう。

このよ うな技術の進化は、新 しい供給 と需要を生みだ し、社会に貢献す ること

を確信 している。
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プロ トタイプにおけるデータベース構築手順

Paradoxを 用 い た プ ロ トタ イ プ デ ー タベ ー ス 構 築 に は 、・テ ー ブ ル の 作 成 お よび

デ ー タ の入 力 とい う手 順 が 必 要 とな る。 こ こで は 、 この2つ の手 順 に つ い て 説 明

す る。

新 規 テ ー ブル の 作 成 手 順

Paradoxに おけ る新 規テー ブル の作成 を行 うには具体的に次の手順が必要 となる。

(1)フ ァイル メニ ューの新規作成 でテーブルを選ぶ

(2)テ ーブル タイ プをParadoxに 指 定す る

(3)テ ーブルの項 目を作成す る ウィン ドウが現れる

(4)テ ー ブル項 目を入 力す る

(5)テ ー ブル項 目の入力が終わ る と新規保存を行 う

(6)保 存す るデ ーブル ファイル名 を入力す る

新規テーブルを作成す るためにファイル メニュー 中から新規作成 ・テーブル を

選択す る。す る と、テーブル タイプを訊ねて くるので、 ここではネーテ ィブな

Paradoxタ イ プを選択 す る。す る と、テーブル項 目を作成す るウィン ドウが現れ る。

このウィン ドウ内で項 目を入力す ることによってテーブル構造が決定 され る。項

目には項 目名 、型、幅 、キーが ある。今 回のプ ロ トタイプ において は、名 称、

ファイル名 、別名、区分1、 区分2、 区分3、 図番 、 キー ワー ド、作成 責 任 者、

作成 日、その他、データ1、 デ ー タ2の13の 項 目を もつテー ブル構 造 と じた。 こ

こで、データ1は 画像 デー タそ の ものであ り型 はGと なってい る。 またデー タ2は

型 はOと な ってお り、OLE機 能 を用 い て他 のアプ リケー シ ョンより画像データを

参照す るた めに使用す る。すべての項 目の入力が済む と新規保存を行 う。す ると

テーブルファイル名 を入力す るウィン ドウが現れるので、テーブルのファイル名

を入力する。 これで、テーブルの新規作成が完了する'
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デ ー タ を 入 力 す る

Paradoxに おけるデ ータ入力手順 は具体 的に次のようなものである。

(1)フ ァイル メニ ュー よりテー ブルを開 く

(2)フ ァイル名を指定す る

(3)テ ーブル ・デ ータ編集用 の ウ ィン ドウが開 く

(4)テ ーブル メニ ュー よ りデー タ編集を選ぶ

(5)各 項 日ごとにデータを入 力す る

まず、 ファイルメニ ューよ りテーブルを開 く。す ると、ファイル名を指定する

ウィン ドウが現れるので、適当な名前に指定する。次にテーブル ・データ編集用

のウィン ドウが開 く。データを編集するには編集用のモー ドにスイ ッチ しなけれ

ばな らない。テーブルメニ ューか らデータ編集を選ぶ。す ると、1番 目のデ ータか

らの入 力を行 うため に各項 日ごとの表が現れる。後は入力 したいデータに従 って

各項 目を埋めてい くだけである。

プロ トタイプにおけるデー タベース利用手順

プロ トタイプデータベースにおけるデータの検索および画像 の表示 ・修正につ

いて、その手順を示す。

問 い合 わ せ

Paradoxに おけるデー タベ ース に対す る問い合わせ手順は具体的には次のように

表せ る。

(1)フ ァイル メニ ュー よ り新 規 問い合わせを選ぶ

(2)デ ータベ ース フ ァイル 名を指定す る

(3)問 い合 わせ ウィ ン ドウが現れ る

(4)問 い合 わせ を行 う項 目を選択す る

(5)問 い合 わせ のキーを入 力す る
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(6)問 い合 わせ を実行す る

(7)問 い合 わせ を行 った結果 を表す ウ ィン ドウが現れる

(8)画 像 データを見 るために項 目 「データ1」 まで移動す る。

(9)問 い合 わせ で得 られた画像 データを表示する

まず、ファイルメニ ューより問い合わせを選択す る。するとデータベースファイ

ル名をきいて くるのでファイル名を指定する。問い合わせウィン ドウが現れると、

問い合わせを行 う項 目を選択する。そ して問い合わせのキーの入力を行 う。問い

合わせメニ ューで実行を選択すると、問い合わせ結果を表すウィン ドウが現れる。

画像データを見るためには、項 目をデータ1ま で移動 しなけれ ばな らない。 スク

ロールバーを最右端 まで移動 させてデータ1の 項 目が見え る よ うにす る。後 は見

たいデータ上でダブル クリックすると画像が得 られる。

画 像 の 表 示 ・修 正

MS-windowsに おいて、画像 データベ ース ソフ トか ら外部のグラフィクス ソフ ト

に画像データを転送す る方法には2つ の方 法が あ る。1つ は ク リップ ボー ドを利

用 して 、間接的にデータを転送す る方法 と、 もう1つ はOLEを 使 って画 像 デ ータ

か ら直接 グ ラフ ィクスソフ トを呼ぶ方法である。ここでは、最 も単純で どのソフ

トウェアで も一般的に使用できるク リップボー ドを用いた方法を説 明す る。デー

タベースか らク リップボー ドを経由 して画像データを転送 して、そのデータを修

正 ・変更するには次のような手順が必要 となる。

(1)デ ータベ ース ソフ ト上 で、 目的とする情報を検索す る。

(2)検 索 された画像 データを編集 ・コ ピ一-ec能を用いて ク リップ ボー ドに転送

す る。

(3)グ ラフ ィクス ソフ ト側で編集 ・貼 り付け機能を用いてク リップボー ドか ら

画像データを読み込む。

(4)グ ラフィクスソフ ト上 で転送 された画像の修正 ・変更などの作業を行 う。

以上のような手順によって、データベースソフ トParadox上 で検索 した画像 デ ータ

をDESIGNER上 で修 正 ・変更 す る作業 を具体 的に説明する。まず、データベース
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ソフ トParadox上 で 問 い合 わせ を行 い、 画像 デ ー タを検索 した結果 がある。 この

データを画像 ビューワであるDESIGNERへ の転 送 を行 うため に、 ク リップ ボー ド

に転送を行 う。Paradox上 で画像デ ータを選択(マ ウスポイ ンタを画像 デ ータ上 に置

き、一 度 ク リックす る)し 、 編 集 メ ニ ュ ー の コ ピー を 選 択す る。 す る とMS-

Windows内 の ク リップボー ドに画像 デー タが転送できる。次にDESIGNER上 に画

像 デ ータを転 送す るわ けであ るが、今度はDESIGNER上 で編 集 メニ ューの貼 り付

けを選択 する。すると画像データがDESIGNER上 に現れ る。 こ こで は例 と して 画

像 データの修正 ・変更には画像の上下反転を行 ってみる。画像データを選択(マ ウ

スポイ ンタを画像 デ ータ上 に置き、一度 クリックする)し て、調整 メニ ュー内の反

転(上 下反転)を 選ぶ。す ると画像 データが上 下反転 して表示されることになる。
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教 育用 マル チ メデ ィア ・デー タベー ス における

画像 デー タ ビュー ワにつ いて

マルチメディア ・データベースにおいて、画像データはその中枢であ り、最近

のデータベースソフ トにはそれ らのデータを組み込めるのが一般的である。 しか

し、教育用マルチメデ ィア ・データベースという観点か らすると単 に画像が見れ

るだけでな く、利用者 自身が 自由にデータを加工 して、報告書やOHP・ ス ライ ド

等 の プ レゼ ンテー シ ョン資料の作成 といったそれぞれの使用形態に簡単に流用で

き る形が望 ま しい。MS-Winsowsに お い て は ク リ ップ ボ ー ド機 能 お よびDDE

(DynamicDataExchange)やOLE(ObjectLinkingandEmbedding)等 のア プ リケー シ ョ

ン間で のデ ータの転送規格が確立 されてお り、データベ ース上の画像 データか ら

直接アプ リケーシ ョンを呼びだすことが可能で、画像 の修正 ・変更 やプ レゼ ン

テーシ ョン資料作成 の行え る市販のグラフィクスソフ トを画像データの ビュー ワ

として使用することができる。 この機能を利用 して、検索 した画像データを利用

者 の好みに応 じて修正 ・変更 し、そのデータを各利用者の環境 に転用することが

可能である。ここでは、教育用マルチメデ ィア ・データベースにおける画像デー

タビューワとして市販めグラフィクスソフ トを利用す ることを想定 し、それ らの

現状 と分類および、教育用データベース用画像 ビューワとしての仕様を述べたあ

と、今 回プ ロ トタイプ と して使 用 したグラフィクス ソフ トMICROGRAFX社 の

DESIGNBRの 評価 を行 う。

グ ラ フ ィ ク ス ソ フ トの 現 状 と分 類

Windows用 のグ ラフィクス ソフ トは、その用途か ら、一般用 とプロ用に別れ9前

者 は素 人で も簡単 に使 い こな し、 自らが描 く必要 もな くサ ンプルを如何に使 いこ

なすかがポイ ン トとなるもので、後者は実際のグラフィクスデザイナーの仕様 に

耐え るもの といえ、絵を描 くだけでな く、写真を取 り込んだ り、 レタ ッチできた

りするものが多い。当然、OLE等 を用いて ワープ ロ等 に貼 り込 んだ りして利用で
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きる。

このようなグラフィクスソフ トにはデータの扱い方でふたつの種類がある。ペ

イ ン ト系 と呼ばれるもの と ドロー系 と呼ばれるものである。ペイン ト系 というの

は、 ドッ ト毎のデータを扱 うもので、サイズを変更 した りす ると絵が崩れた り、

ジャギーが 目立 った りして しま うのが欠点であ り、使用す るサイズに合わせ て、

絵を描かなければな らないということになる。MS-windows付 属のペイ ン トブ ラ シ

や シェア ソフ トのPaintShopPro等 が有名 で あ るが、市 販 されて い るソフ トウェア

はほとん どない。PhotoCD等 の写 真 デ ータ も ドッ ト毎 に扱 う画像 データなのでペ

イ ン ト系のグラフィクスソフ トで扱 うことができる。一方、 ドロー系 と呼ばれる

ソフ トは絵を ドットとして扱 うのではな く、線 として扱 う。つ まり、絵のアウ ト

ラインをデータとして持 っていることになる。 ドロー系の特徴は、サイズの変更

が行われて も絵が崩れた りしないという点と印字 したときに仕上が りがきれいに

なる。つ まり、出力す る機器の解像度によって柔軟 に対応できることになる。ま

た、最近では ドロー系やペイ ン ト系 とは毛色の異なるフォ トレタッチソフ トとい

うものがある。これは、完全にプロあるいはそれに準ず る人たちが使 っているも

のだが、取 り込んだ写真を修正、あるいは写真データを基 に、新 しいデザイ ンを

作 るソフ トである。カラー写真 を扱 うときには、カラースキ ャナで写真を取 り込

まなければならない。スキ ャナで取 り込むとどうして も異な る色が出て しまった

り、取 り込むときの精度の問題で手直 しを したくなることも多い。それを実行す

るのが フォ トレタッチソフ トである。また、PhotoCDの 写 真 デー タを読 み込 ん で

色 合 いの補正や大幅な修正 を行 うこともできる。以下に現在市販 されているMS-

windows用 の ドロー系、お よびフ ォ トレタ ッチソフ トの一覧 と簡単な特徴を示す。

ドロー 系

MICROGRAFXDESIGNER3.11Jマ イ ク ログ ラ フ ィ クス(株)

米 国 で は 多 くの デ ザ イ ナ ー 、 イ ラ ス トレー タ ーが 使 って い る プ ロ使 用 の デ ザ

イ ニ ング ツ ー ル 。 ス ラ イ ドシ ョー機 能 も持 ち合 わ せ て お り、1,700以 上 の ク

リップ ア ー トを 備 え て い る 。
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一 一
03-5385-3131148,000円

WINDOWSDRAW3.OJマ イ ク ロ グ ラ フ ィ ク ス(株)

DESIGNERの 廉 価 版 。

03-5385-313138,000円

AUTOSKETCHFORWINDOWSオ ー トデ ス ク(株)

エ ン ト リ ー レベ ル の2次 元 簡 易CADで 、 建 築 ・土 木 や 機 械 設 計 の た め の 作 図

ソ フ ト。

03-3473-951158,000円

Adobelllustrator4(株)ア ドビ シ ス テ ム ジ ャパ ン(株)

Macintoshで 有 名 な ドロ ー ソ フ ト。Macユ ー ザ ー のNo.1支 持 率 を 持 つ 。

03-3437-8950100,000円

フ ォ ト レ タ ッ チ

MICROGRAFXPhotoMagicマ イ ク ロ グ ラ フ ィ ク ス(株)

画 像 フ ァ イ ル の 加 工 ・修 正 を 行 うフ ォ トレ タ ッチ ソ フ ト。

03-5385-313138,000円

MICROGRAFXPICTUREPublisher3.1マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ク ス(株)

PhotoMagicの 機 能 強 化 版 。

03-5385-3131148,000円

Im・X住 友 セ メ ン トシ ス テ ム 開 発

フ ル カ ラ ー に 対 応 した フ ォ トレ タ ッ チ ソ フ ト。

03-5600-998058,000円

AdobePhotoshop2.5(株)ア ドビ シ ス テ ム ジ ャ パ ン(株)

Macintosh版 と ま っ た く 同 じ機 能 を 備 え 、 フ ァ イ ル も 互 換 性 が あ る 。Adobe

Illustratorの フ ァ イ ル の 読 み 込 み ・書 き 出 しが で き る 。 ま た 、 デ バ イ ス に 依 存

しな い 色 の 再 現 を 可 能 に す るPostScriptレ ベ ル2を サ ポ ー ト。

03-3437-8950135,000円

付 一7



統 合 系

CorelDRAW3.OJ住 友金 属工 業(株)

CorelDRAWは 次 の4つ の グ ラ フ ィ ク ス系 ソ フ トのパ ッケ ー ジか ら構 成 され て

い る 。rCorelDraw」(ド ロ ー 系 グ ラ フ ィ ク ス)、rCorelCHART」(グ ラ フ)、

「CorelPHOTO-PAINT」(ペ イ ン ト系 お よ び フ ォ ト レ タ ッ チ)、 「Corel

SHOW」(ス ライ ドシ ョー)。 そ れ ぞ れ に 多 機 能 で 対 応 デ ー タ フ ォ ー マ ッ トも

幅広 く、 ひ とつ のパ ッケ ー ジで 画 像 に 関 す る全 て の 環 境 が 実 現 され て い るの

が特 徴 。

03-5476-9825138,000円

教 育用マル チ メデ ィア ・デー タベースの画像 ビュー ワの仕様

教 育 用 マ ル チ メ デ ィ ア ・デ ー タ ベ ー ス に お い て は 、 単 に 画 像 の 表 示 を 行 う

ビ ュー ワ機 能 に加 え て 、検 索 し た画 像 の 修 正 、 変 更 を可 能 とす るエ デ ィ ッ ト機 能 、

お よび 、 検 索 した画 像 デ ー タ を 利 用 して プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを行 うた め の プ レゼ

ンテ ー シ ョ ン資 料 作 成 機 能(ス ラ イ ドシ ョー機 能 に よ るDTPR、 通 常 の プ リ ン トア

ウ トに加 え てOHPシ ー ト ・ス ライ ドフ ィル ム等 へ の 多 様 な 出 力 方 式 の サ ポ ー ト)が

必 要 とな る 。 ま た 、、対 応 画 像 デ ー タ形 式 は次 の よ うな もの が 上 げ られ る 。 ドロー

系 デ ー タ と して は 、MS-)VVindowsで はWMF(WindowsMetaFile)を サ ポ ー トす る こ

とが最 重 要 で あ り、 続 いて 事 実 上 の 業 界 標 準 で あ るPS(PostScript)、 お よ び 、 そ の

変 形 のEPS(EncapceledPostScript)は 最 低 サ ポ ー トしな け れ ば な らな い 。 ペ イ ン ト

系 デ ー タ と して は 、MS-Windowsに お い て はBMP(windowsBitMaP)が 標 準 で あ る

が 、TIF(TagImageFileFormat)やGIF(GraphicInterchangeFormat)も 一 般 に 数 多 く

使 用 され て お り、 サ ポ ー トは必 要 とな る。 ま た 、 今 回 はPhotoCDの デ ー タ もサ

ポ ー トが 必 要 と な り、 写 真 デ ー タ を対 象 と した色 補 正 、 画 像 強 調 等 の フ ォ トレ

タ ッチ 機 能 も必 須 と な る。 さ らに 、 デ ー タ ベ ー ス ソ フ トウ ェア か ら検 索 した 画 像
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データを通 じて直接呼び出すことのできるOLE機 能 も必須 とな る。

プ ロ トタイ プで 用 いたMICROGRAFXDESIGNERに つ いて

今 回のプ ロ トタイプ作成においては、その機能の豊富 さ、プ ロのデザイナーが

使 用 して い るな どの実 績 か ら、 マイ ク ログラ フ ィクス(株)のMICROGRAFX

DESIGNERを 使用 した。MICROGRAFXDESIGNERはMS-Windowsの 環境 を フル に

活 用 した先進 の デザイニ ングツールで、16個 の作 図 コマ ン ド、1,670万 色(24ビ ッ

ト)フ ル カラー、最 大64層 の レイヤ使 用によ り、効率 的な作図 ・編集が可能。オプ

ションツール もプロレベル使用で多彩 に用意 されている。以下にその特徴 と対応

機種、システム構成を示す。

特 徴

・Bitstreamの 欧 文 ・和 文 お よびURWの 欧 文 ア ウ トラ イ ン フ ォ ン トを 標 準 搭 載 。

どの 書 体 で も創 作 、 編 集 作 業 が で き る。 画 面 上 で 見 た とお り(WSIWYG)に

プ リ ンタ に 出力 で き る。

・ オ ブ ジ ェク トの 創 作 ・編 集 また そ れ らの作 業 を正 確 に制 御 させ る レイ ヤ 、 各 種

の 単 位 の 設 定 、 グ リ ッ ド上 に合 わ せ た り図形 オ ブ ジ ェ ク トを適 合 させ る プ ロ向

けの デ ザ イ ンや高 度 な イ ラ ス トを実 現 す る機 能 を 装 備 。

・ 洗 練 され たMicrografxの 印刷 用 ドライバ で 日本 語PostScriptプ リ ンタ の 出力 を

完 全 にサ ポ ー ト、 質 の高 い 印刷 が 可 能 。

・1
,700以 上 のClipArtカ ッ ト集 を 標 準 装 備 、CripAHイ ン ポ ー ト操 作 を 使 って 、

一 度 に数 種 類 のClipArtシ ン ボル を イ ンポ ー トす る前 に表 示 させ 確 認 し、 選 択

す る こ とが 可 能 。 プ ロ級 の 達 人 には もち ろ ん の こ と、絵 心 の な い人 に もク リエ

イ トで き、 作 業 の 幅 が広 が る。

・DRw
,PIC,TXT,GRF,CGM,DXF,AI,wPG,TIFF,wMF,PCX,PICrIとll,

HPGL,EPSな ど の フ ァイ ル 形 式 に対 応 す るア プ リケ ー シ ョ ンの フ ァイ ル を イ
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ンポー トしたりエキスポー トしてファイルを共有することができる。

・ ベジェ曲線、スプライ ン曲線な どの機能を使 って文字や図形データを素早 く、

簡単に変形することが可能。また、曲線変換機能により、文字や図形を設定 し

た曲線に したが って、 自動的に並べた り、変形 させた りすることが可能。

・ 編集可能な線状や放射状または箱状の形の編集機能を使 ってカラーグラデー

ションのシェー ド効果を堪能できる。さらにグラデーションパター ン、角度等

の調整 も思いのまま。

・ 強力なオー トトレース機能でカラーのスキ ャナイメージをフルカラーに変化 さ

せて、ベジェ曲線の線として完全に変換 して編集することが可能。

・RGB ,HLS,CMYKの カス タムパ レッ トを混合 して、1,670万 色 のカ ラーを創 作

で きる。創作 されたカラーパ レッ トは 自由に保存することが可能。 さらに、オ

プションでPANTONEカ ラーパ レッ トを用意。

・ 強力なユ ーティリティ

・ スライ ドショー:フ ェー ドや ワイプ効果等 の特殊 効果機能を使い画面上で

のデスク トップ ・プレゼ ンテーション(DTPR)の 創作 がで きる。

・ バ ッチ印刷処理:複 数 の 印刷 を一括 して管理 し、 印刷ができる。

・ 印刷機能には各ページの印刷を管理 した り、タイ リング機能 も含み、 さらにプ

ロッタの印刷用に縮小拡大および混色防止機能などが含まれている。また、 レ

ジスタマーク、栽ち代、 トンボ、色分解のスポッ トカラーおよび4色 プ ロセ ス

カ ラー分解 フィルム印刷など、そのまま専門の印刷にも対応が可能。

・ 連続変形機能(ブ レン ド機能)に よ り、特定 の形か ら特定 の形への変換を連続

して描 くことができる。例えば 「卵か らヒヨコへ、またニワ トリへ」 といった

描画が可能。

対 応 機 種

日本 語MS-WIndowsVer3.0以 上 に対 応 す る機 種

システム構成
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・ 本 体:80286
,386,486のCPUを 搭 載 し、MSＬMndows3.0が 稼 動 す る コ ン ピ ュー

タ(80486を 推 奨)

・ メ モ リ:本 体 メ モ リ640KB以 上+プ ロテ ク トメ モ リ2MB以 上 が 必 要(4MB推 奨)

・ ハ ー ドデ ィス ク:空 き容 量20MBが 必 要(40MB推 奨)

・ デ ィス プ レイ:(カ ラー高 解 像 度 デ ィス プ レイ推 奨)

・ 出力 機 能:日 本 語 ポ ス トス ク リプ トお よ びHP-・GLに 対 応

・ マ ウ ス

教 育用 マル チ メデ ィア ・デー タベー スの画像 デー タ ビュー ワと しての

MICROGRAFXDESIGNERの 使用環境 と評価

今回作成 したプロ トタイプにおいては、データベースソフ トにはParadoxを 使 用

した。Paradoxに は 自身で画像 デー タを扱 うこ とができるが、その画像の修正 ・変

更等を行 う機能は持ち合わせてお らず、その ような作業には外部のグラフィクス

ソフ トを用いることになる。 ここでは、プ ロ トタイプにおける外部のグラフィク

スソフ トとしてMICROGFAFXDESIGNERを 使 用 した環境 を説 明 し、デ ー タベー

スで検索 された画像 データをデータベース ソフ ト外のグラフィクスソフ トに転送

して修正を加 え る方法をMICROGRAFXDESIGNERを 利 用 して 説 明す る。 また、

その使 用評価を行 う。

MS-windowsに お いて、画像デ ータベ ース ソフ トか ら外部のグラフィクスソフ ト

に画像 データを転送す る方法には2つ の方 法が あ る。1つ は ク リップ ボー ドを利

用 して 、間接的にデータを転送す る方法 と、 もう1つ はOLEを 使 って 画像 デ ー タ

か ら直 接 グ ラ フ ィクスソフ トを呼ぶ方法である。 ここでは、最 も単純で どの ソフ

トウェアで も一般的に使用できるクリップボー ドを用いた方法を説 明する。デー

タベースか らク リップボー ドを経由 して画像データを転送 して、そのデータを修

正 ・変更す るには次のような手順が必要 となる。
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1.デ ー タベ ースソフ ト上で、 目的 とす る情報を検索す る。

2.検 索 され た画像 デー タを編 集 ・コ ピー機能を用いてク リップボー ドに転送

す る。

3.グ ラ フ ィクス ソ フ ト側で編集 ・貼 り付け機能を用いて クリップボー ドか ら

画像データを読み込む。

4.グ ラフ ィクスソフ ト上で転送 され た画像の修正 ・変更などの作業を行 う。

以上のような手順によって、データベースソフ トParadox上 で検索 した画像 デ ー タ

をDESIGNER上 で修正 ・変更す る作業 を具体 的に説明する。

まず、図1で は、デ ータベー ス ソフ トParadox上 で問い合 わせ を行 い、 画像 デ ー

タを検索 した結果である。このデータを画像 ビューワであるDESIGNERへ の転 送

を行 うた め に、 ク リップボー ドに転送を行 う。図2で はParadox上 で画像 デ ー タを

選 択(マ ウス ポイ ンタを 画像 デ ー タ上 に置 き、一 度 ク リックす る)し 、 編 集 メ

ニ ューの コピーを選択す る。す るとMS-windows内 の ク リップ ボー ドに画像 デ ー タ

が転送できる。次にDESIGNER上 に画像 デ ータを転送す るわ けであるが、今度は

図3の よ うにDESIGNER上 で編集 メニ ューの貼 り付 けを選択する。す ると図4の よ

うに画像 デー タがDESIGNER上 に現 れ る。 こ こで は例 と して画像データの修正 ・

変更には画像の上下反転を行 ってみる。画像データを選択(マ ウス ポイ ンタを画像

デ ータ上 に置 き、一度 ク リックする)して 、図5の よ うに調整 メニ ュー内の反 転(上

下反転)を 選ぶ 。す る と図6の よ うに画 像 デー タが上下反 転 して表示 され ることに

なる。このように、MS-windows上 で はア プ リケー シ ョン間のデ ー タ転送が容易 に

実現でき、教育用マルチメディア ・データベースにおける画像データの扱い も非

常に簡単である。

上記の ようなプロ トタイプにおける画像デ一夕 ビュー ワとしてMICROGRAFX

DESIGNERを 使 用 して みた評価 を行 う。 まず 、データベースか らのデータ転送 に

ついては、 ク リップボー ドを利用 して画像データの転送が容易に行え ることは示

した。 また今回は試 していないがDESIGNERはOLE機 能 に も対 応 して い るので
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データベースソフ ト上か ら直接呼び出す ことも可能でデータ転送機能に関 しては

全 く問題なか った。次に画像表示機能であるが、拡大 ・縮小の機能 もあ り、画像

の細部に渡 って表示す ることも可能である。最後に画像の変更 ・修正機能であ る

が、今回対象 とした画像 はイメージスキ ャナで読み込んだペイ ン ト系データであ

り、DESIGNERは ドロー系 の グラフ ィクス ソフ トであるか らペイ ン ト系データに

関 しては、拡大 ・縮小、反転(左 右 ・上下)程 度 の操 作 しか行え ない。DESIGNER

は ドロー系 デ ー タを扱 うには十 分 な機能を有 しているが、色の補正 を行 った り、

画像の強調を行 った りするペイン ト系データに対する処理 は対象 としていないの

で、今後使用す るであろ うPhotoCD等 の写真 デー タ等 を扱 うに は適 していない。

DESIGNERに お いて ペ イ ン ト系 デー タに対 して有望な機能はオー トトレース機能

である。オ ー トトレース機能はペイ ント系データか ら、線の情報を抽 出してベ ジ

ェ曲線に置 き換え、 ドロー系データに変換するものである。 この機能を使 うとペ

イ ン ト系データにおいて不利 とされた、拡大 ・縮小に伴 うジャギーの問題を解決

す ることにな り、 出力の機器の解像度 に合 った仕上 が りが期 待で きる。 ま た、

DESIGNERは ス ライ ドシ ョー機能 を持 って い るので、そのままDTpRツ ール と し

て も使用 で き、OHPシ ー トや ス ライ ドフ ィル ム等の プ レゼ ンテー ション資料作成

のたあの出力機能 も持ち合わせている。

以上のようにMICROGRAFXDESIGNERは 、デ ータ表示 、デ ー タ転 送 、プ レゼ

ンテーション資料作成機能に関 しては十分な機能を持 ち合わせているが、データ

編集機能 についてはスキ ャナ ・データやPhotoCDデ ー タ等 のペイ ン ト系 デー タを

操作 す る機能については不十分であった。 しか し、DESIGNERは も とも と ドロー

系 グ ラフ ィクス ソフ トなので、このような機能は持 ち合わせてお らず、ペイ ン ト

系データを操作す るには別途 フォ トレタッチソフ ト等を利用する必要がある。

参 考 文 献

"DOS/Vの す べ て[forWindows3 .1]",エ ー ア イ 出 版,1993

"Wildows3 .1SpecialEdition",エ ー ア イ 出版,1993

"MICROGRAFXDESIGNERユ ー ザ ー ガ イ ド"
,マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ク ス(株),1993
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図5.DESIGNER上 で修正(上 下反転 を選ん だ ところ)
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新規テー ブルの作成手順

Paradoxに お け る新 規 テーブルの作成 を具体的に説明す る。まず、図1で は、新

規 テ ーブル を作 成す るためにファイルメニュー中か ら新規作成 ・テーブルを選択

する。す ると、図2の ようにテーブル タイプを訊 ねて くるので、ここではネーテ ィ

ブなParadoxタ イ プを 選択 す る。 す る と、図3の ようなテ ー ブル 項 目を作 成す る

ウ ィン ドウが現れる。テーブル構造はこのウィン ドウ内で項 目を入力す ることに

よって決定 される。項 目には項 目名、型、幅、キーがあり、図4の よ うにそれぞれ

入力 して い く。今回のプ ロ トタイプにおいては図5の よ うに、名 称 、 フ ァイル 名、

別名 、区分1、 区分2、 区分3、 図番 、 キー ワー ド、作成責 任 者、作成 日、その

他、データ1、 デー タ2の13の 項 目を もつ テ ーブル構造 と した。ここで、データ

1は 画像 デ ー タそ の もので あ り型 はGと な って い る。 また デ ー タ2は 型 は0と

な って お り、OLE機 能 を用 いて他 のアプ リケ ー シ ョンより画像 データを参照す る

ために使用す る。すべての項 目の入力が済む と図5の ように新 規保 存を ク リックす

る。するとテーブルファイル名を入力するウィン ドウが現れるので、図6の よ うに

テ ーブル の フ ァイル名 を入力す る。これで、教育用マルチメデ ィアデータベース

のテーブルの新規作成が完了する
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データを入力する

Paradoxに お けるデー タ入力手 順 を具体 的 に説明する。まず、図1の ように フ ァ

イル メニ ュー よ りテ ーブルを開 く。する と、図2の よ うな フ ァイル 名 を指 定す る

ウ ィン ドウが現れるので、適当な名前に指定す る。つぎに図3の ようなテーブル ・

デ ー タ編 集 用 の ウィン ドウが開 く。データを編集す るには編集用のモー ドにス

イ ッチしなければならない。図4の ようにテーブルメニ ューか らデータ編集を選ぶ。

すると、図5の よ うに1番 目のデ ータか らの入力 を行 うために各項 日ごとの表が現

れる。後は入力 したいデータに従 って各項 目を埋めてい くだけである。
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図5.各 項 日ごとにデー タを入 力す る
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問い合わせ

Paradoxに おけるデー タベ ースに対す る問い合わせ手順を具体的に説明す る。ま

ず、図1の ようにフ ァイル メニ ュー よ り問い合わせを選択す る。すると図2の よ う

にデー タベ ース ファイル名をきいて くるのでファイル名を指定す る。図3の ような

問い合 わせ ウ ィン ドウが現れると、図4の ように問い合わせを行 う項 目をチェック

す る。そ して図5の よ うに問い合わせのキ ーの入 力を行 う。ここではキーワー ドの

項 目を利用 してROMと い うキ ー ワー ドに関 して問い合 わせを行 う。図6の よ うに

問い合 わせ メニ ューで実行を選択すると、図7の よ うな問い合わせ結果 を表す ウィ

ン ドウが現れ る。画像データを見 るためには、項 目をデータ1ま で移動 しな けれ

ばな らない。図8の よ うにス クロールバ ーを最右端まで移動 させてデータ1の 項 目

が見 え るようにす る。後 は見たいデータ上でダブルク リックす ると図9の ような画

像が得 られ る。
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区 分(例)
大 区 分 中 区 分 小 区 分

ハ ー ドウ ェア コ ン ピ ュー タ 汎用

オ フコ ン

ワー クステー シ ョン

パ ソコ ン

ワープ ロ専用機

その他 並列 処理、複合 コン ピュータ、無停 止

仮想 記憶、 リモー ト保 守

アーキテクチャ技術

コ ンピュータ周 辺機器 ディスプ レイ デ ィスプ レイ、液 晶デ ィスプ レイ

ハ ー ドデ ィス ク

光磁気ディスク

拡 張メモ リボー ド

マウス

スキ ャナ

プ リンタ レーザ

その他

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ マイ コ ン 4/8/16/32ビ ットマ イ コ ン ー

(マ イ コ ン) ワ ンチ ップマイ コ ン

開発支援装置 開発ツール

IC ICメ モ リ RAM、ROM

セ ミカ スタムIC ゲー トア レイ、 セルベ ースASIC、ASS

汎用 リニアIC オペア ンプ、 コ ンパ レータ、三端子 レキ

汎用ディジタルIC 標準 ロジ ックIC

トランジス タ

ダイオー ド

サイ リスタ

マイクロ波デバイス 電解効果 トランジスタ

光デバイス 発光 ダイオ ー ド、 フォ トトラ ンジス

赤外発 光 ダイオ ー ド、 フォ トカプラ

フ ォ トイ ンタラプタ

セ ンサ 温度

圧力 感圧素子、差圧電送器

流速 ・流量 電磁流量計

変位 ・位置

湿度 ・水分

形状

etc

ア クチ ュエ ータ モ ー タ

リ レー

ロボ ッ ト

その他 単結晶引き上げ装置
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ソ フ トウ ェア オペ レーテ ィ ング UNIX

システム MS-DOS

WINDOWS

MAC-OS

NEXT

OS/2

言 三五
口 口ロ アセ ンブ リ

C

BASIC

パスカル

アプ リケー シ ョン ワープ ロ

表計算

デ ータベ ース

グル ープ ウェア

プ レゼ ンテー シ ョン

マルチメディア

ネ ッ トワーク関連

ゲ ーム

その他

その他 ソフ トウェア開発

ソフ トウ ェア検証

仕様書記述支援システム

その他 ノイズ関連 ノイズの種類

ノイズ対策

ノイズ対策部品

ノイズ計測器

ノイズ試験器

ノイズ対策事例

信号処理

通信/ネ フトワーク関連 通信 複合通 信、マル チメデ ィアネ ッ トワー ク

WAN

㎜ バ ック ボ ー ン、 ノー ドス テ ー シ ョ ン

PBXシ ステム

文字認識 OCR
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マルチメディアの事例 と著作権

1.マ ル チ メデ ィアの定義

情報のメデ ィアを以下の3種 類 に分割す る。

(1)情 報 の表現形式

数 値、文字、映像、CG、 音声 な ど

(2)情 報 の表現 ツール

情報 端末、パ ソコ ン、 ワークステーションな ど

(3)情 報 の伝達媒体

通 信路、蓄積媒体、伝達手段など

マルチメデ ィアは、 このマルチメデ ィア ・コンピューテ ィングと各種の表現

ツールを統合す るネ ッ トワーキ ングの総称 とする。 この コンピューテ ィングは、

従来か らのコンピュータ処理データである数値、文字、グラフィックスと、時系

列データである音声・映像を関連づけて取 り扱 う技術を指 し、ネ ッ トワーキ ングは、

多様な通信形態のメディアサー ビスを統合す る技術を指す。まとめると、 「情報

表現 メデ ィアや情報伝達メディアを 目的に応 じて対話的に選択 した り組み合わせ

られ ること」ということになろう。

マルチメディアはこのように表現力、伝達力、操作性の向上をもた らし、これ

によ り学習効率・創造性の向上、情報の共有、疑似体験、人間に優 しい、時空の克

服など、多 くの効果が得 られることが期待できる。

2.マ ルチメデ ィアに要求 され る技術

マルチメデ ィアの技術 としては、

ネ ッ トワーク技術

衛星通信、ケーブルテ レビ、BJSDN

ワー クステ ー シ ョン技術

高速化 、低価格化、多機能化、高容量化

周辺入 出力機器の整備

メデ ィア標準化/圧 縮/伸張技術
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アプ リケーション開発技術

文字認識/自然言語処理技術

マル チメデ ィアデータベース技術

が考えられる。

3.マ ルチ メデ ィアの応用例

(1)オ フィス応用

動画 ・音声 メール

デスク トップ ミーテ ィング

(2)教 育応用

CAIツ ール

教材や テキス トの電子化

衛星通信などを利用 しした双方向型教育

グループウェア(例:電 子黒板や ビデオ画像を共有 しなが ら会議を実施)

(3)営 業応 用

携帯型端末

商品プ レゼ ンテーション

(4)顧 客情報サー ビス応 用

無人化店舗での顧客サー ビス

チケ ット販売、各種施設予約、紹介サー ビス

博物館・美術館の所蔵品のデータベース

(5)娯 楽応用

仮想現実感 による疑似体験

各種ゲーム

(6)家庭応用

双方 向CATV

CDROMに よる出版
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4.マ ルチ メデ ィア事例

4.1マ ル チ メデ ィア戦 略(丁 社)

T社 で はマル チ メデ ィアの コンセプ トを大学のキャンパスに当てはめて具体的

な活用を図るために、次の戦略を検討 している。

(1)サーバPC

これ は 、マル チ メデ ィア を扱 うネ ッ トワーク・システムのサーバ として使

用 され る。海外 を含む複数大学でマルチメデ ィア・ネ ッ トワー クの乗 り入

れを実施 し、研究データの交換が可能 となる。図書館 も従来の活字デー タ

の活用に比べ、 よりリアルな画像・音声データを活用することにより、学

生の学習支援や研究開発、研究にとって、効果は絶大 となろう。

(2)デス ク トップPC

これ は、マルチ メデ ィア ・ネ ッ トワーク・システムのクライアン トとして使

用 される。 また、マルチメディア ・データの作成ツール として も使用 され

る。学生や研究者の支援ツール としての活用のほかに、事務処理において

は、学生の人事・組織データベースを写真 ・画像 ・音声を使用 して構築でき

る。 これをキャンパスの適当な場所に設置することにより、広 くキャンパ

ス情報を提供できる。

(3)カ ラーブ ックPC

これ も、上記 のPCと 同様 にマルチ メデ ィア ・ネ ッ トワーク・システムのク

ライアン トとして使用される。 これはすでに慶応大学の藤沢キャンパスで

実現 されているように、学生がブ ックPCを 授 業 ・自宅学習 で活用 す るこ と

に より、電子メールを利用 して、情報の交換が可能 となる。 レポー ト作成

に必要 な情報提供や レポー トの提 出、採点 に至 るまで、総合 的に コン

ピュータ化できる。
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4.2マ ル チメデ ィア を利用 した講 義 ・ゼ ミ(S社)

マルチメディアプ レゼ ンテーションシステムは資源を有効活用 し、学内の講義/

ゼ ミ/会議/研 究発表な どを支援 す る機能 を備えたものとす る。その特徴は次のよう

な ものである。

(1)文 字/音 声瀞 止画/動 画/図 形/イ ラス トな どの情報 を統 合す る ことによ りイ ンパ

ク トのあるプレゼ ンテーションが可能 となる。

(2)マ ル チメデ ィアの標準化 ツール に より、作成/編 集/演 出が誰 にで も容易 に可能

とな る。

(3)携 帯型情報 ツールの活用 によ り学外での情報を収集 し、プ レゼ ンテーションに

活用 し、データの加工/編集 な どによる応用が可能 とな る。

4.3英 語字幕 デー タベー ス

英語教師は、授業で学生に英語の熟語などを説明する場合、ふつう、辞書など

の例文を黒板に書いて、発音の手本を示しながら説明する。しかし、無味乾燥な

辞書の例文よりも、映画の中でその表現が実際に使われている場面を見せ、一流

の映画俳優に発音の手本を示 してもらう方が、学生の学習意欲を高められる。こ

のような目的により佐藤弘明(専 修大学商学部助教授)は 英語字幕データベースを

開発 している。

このデータベースは202作 品の 映画で使 われてい る164万 語 の セ リフか ら任意

の語 句が使 われ る場面を検索 して、その画面を レーザディスクで再生 して語句が

どのような状況で使われ、 どのように発音 されるかを 目と耳で確認で きるマルチ

メデ ィア型データベースである。ハー ドウェア・システムとしては、C言 語 で作成

したNEC社98用 と市販 デ ータベ ース ソフ トで ある4thDIMENSIONで 作成 した

Mac用 が完成 して いる。 このデ ー タベ ースの機能は簡単で、一般 のデータベース

と異なる点は、文字検索 した後 に、語句が使われる場面のタイムナ ンバをRS232
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Cケ ー ブル で コンピュー タ と接続 された レーザディスクプ レーヤに送 って映像 を

再生す る機能があることである。

彼は、 日本人が海外 で生活す るよ うなる中で、 日本の英語教育 も、今後は外国

生活で危険をさけるための知識 を学生に教えなければな らなくなる といい、先ほ

ど問題 となったFreezeを 取 り上げてい る。英語字幕 デー タベースは、このような

問題 となる場面を英語学習者 に直接示すことができ、これか らの英語教育に対 し

て大きな貢献が可能 となると予見 している。

【Freezeの 分析 】

1992年 に米 国ル イ ジアナ州 で起 こった 日本人留学生殺人 事件 で、freezeと い う言葉 が話

題 となった。 事件 に関連 した記 事の多 くは、 「動 くな」 とい う意 味のfreezeが 警 官が使

う特殊 な表 現で あ り、 日常会話 には使 われない、 と指摘 してお り、 「その よ うな表現 を

勉強す ることは、正 しい外 国語学 習方法 とはい えない」 とい う意 見す らあった。 これ を

英語字幕 デー タベ ースで検 索す ると、 「動 くな」 とい う意 味で用 い られ てい るfreezeは 、

映画全 体で49回 で 単語でい うと、Wednesdayやillと 同 じ程 度 で あ り、子供 や女 子高校

生 も 日常会話 で使 ってい るこ とが分 かった。

5.著 作権の周辺の問題

マルチメディアが実験的な段階にとどまらず、広 く教育な どに応用 され るため

には、大きく2つ の問題 が あ る とされ てい る。 その1つ は安 くて 簡 単 なハ ー ド

ウェ アを得ることであり、もう一つは著作権のクリア問題 である。 この中でハー

ドウェアに関するものでは、ハー ドディスクの低価格化 、記録可能なCD_ROM

の普及、デ ィジタルVTRの 一般化 な どで十分対応 が可能 な情勢 となってきてい る。

しか し、一方の著作権の問題 は一向に改善の兆 しが見 えない。 とい うよりむ しろ

暗雲が立ちこめているといっても過言ではないだろう。

著作権は簡単に言 うと、コピーを認 める権利 である。マルチメディアで音楽や

映像 を使用す るとき全てが作者のオ リジナルであれば問題はない。 しか し、他人

の作成 した ものの一部でも使用す るときには確実にクリア してお く必要のある問
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題である。この適用除外は著作権法弟30条 の 「私的使用のための複製」と第35

条の 「学校その他の教育機関における複製」であるが、この範囲の正確な解釈は

難 しい。概ねの判断は、授業用に1部 あるいは1本 だけ作る場合はこの著作権の

適用除外となるが、それ以上のコピーを作ったり、学生に配布する場合は著作権

処理が必要となると考えたほうがよいらしい。ちなみに、著作権は原則として著

作者の生存間およびその死後50年 であるが、無名変名での著作や団体の著作物や

映画写真、著作隣接権は公表後50年 である。

5.1音 楽

音楽 には、著作権処理 を施 した映像につける専用の音楽 というものが数社か らで

ている。業務用なので、種類 も演奏時間も結構使え るもの らしい。価格はパーソ

ナル・コンピュータデータベースの価格程度である。また、年間50万 円位 でCD

数十枚のセ ッ トで毎年更新 して使 用可能というタイプ もある。

市販のCDか ら音楽 を使用す る場合 は、 この作詞・作曲家の著作権 について、まず

「日本音楽著作権協会(JASRAC)」 と交 渉す る必要 があ る。 さ らに、このCDの 使

用 には、実演家(指 揮者 、演奏 者 、歌 手な ど)の権 利や レコー ド製作者 で あ る著作

隣接権処理を レコー ド会社と交渉 しなければな らない。明治学院大学で これ らの

交渉を行 った経過(曲 名 と利用形 態 を提示)に よる と、 「アル フ ィー」の 曲 を3分

間の一年 間の使用 は著作権3千 数百 円で、その著作 隣接権 は10万 円程度 とな った。

現在JASRACの 著 作物利 用料 分類で はマル チ メデ ィアはビデオグラムでの利用

とな.り、基本使用料が1曲1本 まで ごとに800円 、複製使 用料 が50個 まで は1曲

1分 間毎 に500円 であ る。 レコー ド会社 の隣接著作権は極端に複雑であるらしい。

この交渉 も大変 とのこと。と くに外国の曲や演 出家 となると先方に交渉する必要

があ り、ほとんど不可能になる らしい。 したがって、曲をコンピュータで演奏す

るだけな らば著作権処理のみで済むので気楽にJASRACに 相談すれば よい。
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5.2映 像

映像 は著 作権 を一括処理 で きる、つまり音楽におけるJASRACに 相 当す る団体

はな い。 したが って、 これ らを使用す るときには、使用者が全ての関連の権利を

ク リア しなければな らない。 とくに、映像は多 くの人により作製 されてい る場合

が多 く、原作者、脚本家、出演者、映画製作者 と権利が多岐にわたるだけでな く、

コ ピー して利用 されることを前提 としたメデ ィアの歴史 より、上 映権、頒布権、

放映権な ど思いもよらない権利で問題が生ずることがある。

また、 自作の場合で も、被写体の中に著作権に相当するものが入 っていないか確

認するとともに、被写体 となる人物に了解をとってお く必要がある。

5.3写 真

写真 の場合 は撮影 した人 に許 可を とるともに、被写体の了解 も必要である。出

版 された本 よ りデ ィジタイズす るときには、出版者 と交渉す るだけでな く、 メ

デ ィアの画面に合わせた構図のモーフィングな どディジタイズ処理の了解 もとっ

てお く必要がある。

5.4統 計表や分析表

出所を明らかにすれば基本的には問題がないと考えられる。 しかし、著作性の

ある文章が入っていたり、データの収拾と配列などに著作性があり、表全体が一

つの著作物と考えられる場合はその処理が必要 となる。

5.5地 図

絵画的な地図は著作物であるが、国土地理院の地図を使う場合は、著作権法と

は別に 「測量法」による規制 もあり、国土地理院の承認が必要となる。また、そ
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れ らの間接使用の場合は、その旨明示 してお く必要がある。

5.6教 材用著作物

著作権法第35条 に 「学校その他の教育機関における複製」の適用除外があるが、

教育用のコピーでも利用の方法と部数により問題 となる場合がある。 とりわけ販

売部数が少ない教材用の学術映画から、映像を取 り出し使用する場合は注意する

必要があろう。また、出版物よりイラス ト、写真などを取 り出して複製利用 した

場合にも、その教材のために学生が出版物を購入 しなくて済んだ場合は、著作権

法の適用除外にはまずならない。

著作権 の問題 は、 どこかの窓口があ り、簡単にすめばよいが、実際には著作権

の周辺の権利 も含めて複製をす るものが使い方 を提示 して交渉 しなければならな

く、大変煩わ しい ものである。 これ らの行為を何度 も行 うと著作権遵守の気持 ち

がそがれて しま うのが現実 らしい。

関連情報文
化庁著作権謀03-358H276

著作権情報 セ ンター03-3501-5739
日本音楽権著作協会03-3502-6551
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